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データで知る帯広
4月末の人口と世帯数
人口 ▶ 168,120人
　　　　　       （前月比＋250人）
　男 ▶ 80,154人
　女 ▶ 87,966人
世帯 ▶ 86,326世帯
　　　　　    （前月比＋402世帯）

4月の火災発生件数
8件（前月比＋8件）

4月の家庭ごみ排出量
ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,254t
（前年同月比－129t）

596t
（前年同月比－32t）

畑地・牧場などにある電気
柵や、野生の鳥獣の生態を
知り、思わぬ事態を防ぎま
しょう。
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手
話
は
言
語
で
す

　

皆
さ
ん
は
、
手
話
を
使
っ
て
話
を
し

て
い
る
人
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

最
近
は
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

手
話
通
訳
を
す
る
人
を
見
る
機
会
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

手
話
は
、
筆
談
や
要
約
筆
記
な
ど
の

よ
う
に
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
重

要
な
手
段
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
、
手

話
は
ろ
う
者
※
の
文
化
や
習
慣
な
ど
か

ら
生
ま
れ
、
長
い
年
月
を
か
け
て
育
ま

れ
て
き
た
独
自
の
語ご

い彙
（
単
語
の
集
ま

り
）や
文
法
体
系
を
持
つ「
言
語
」で
す
。

手
話
の
歴
史

　

日
本
で
は
、
明
治
11
年
に
初
め
て
設

立
さ
れ
た
ろ
う
学
校
「
京
都
盲も
う
あ
い
ん

唖
院
」で
、

手
話
が
使
わ
れ
て
い
た
の
が
始
ま
り
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
も
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る

人
は
、
手
の
動
き
や
表
情
で
、
自
分
の

意
思
を
他
者
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。
当

時
は「
手
ま
ね
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
に
入
る
と
、
聴
覚
障
害
者
の
教

育
に
口
の
動
き
を
読
み
取
り
、
発
声
練

習
に
よ
り
声
を
習
得
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
「
口
話
法
」
が
取

り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
７
年
に
再

び
手
話
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
ま
で
、
口

話
法
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
の
理
由
か

ら
、
ろ
う
学
校
で
は
手
話
の
使
用
が
禁

止
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ろ

う
者
の
人
た
ち
は
人
目
を
気
に
し
て
手

話
で
話
を
す
る
な
ど
、
長
い
間
、
多
く

の
不
便
や
不
安
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し

て
き
ま
し
た
。

法
律
で
言
語
と
し
て
位
置
付
け

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
18
年
に
国
連
で

採
択
さ
れ
た
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す

る
条
約
」
や
、
平
成
23
年
に
改
正
さ
れ

た
「
障
害
者
基
本
法
」
の
中
で
、
手
話

は
「
言
語
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

４
月
１
日
に
「
帯
広
市
手
話
言
語
条

例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
こ
の
条
例
に
よ
り
、
市
民
の

手
話
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
手
話
を

使
い
や
す
い
環
境
に
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
、
手
話
に
よ
る
円
滑
な

意
思
疎
通
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

次
頁
で
は
、
こ
の
条
例
の
こ
と
と
、

皆
さ
ん
に
手
話
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　
平
成
28
年
４
月
１
日
、
帯
広
市
手
話
言
語
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
帯
広
市
は
、
手
話
を
必
要
と
す
る
人
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
障
害
福
祉
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
４
７
）

問
い
合
わ
せ

帯
広
市
手
話
言
語
条
例
が

施
行
し
ま
し
た

※
ろ
う
者し

ゃ
と
は

　
こ
こ
で
は
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人

の
う
ち
、
手
話
を
第
一
言
語
と
し
て

い
る
人
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

で伝えよう！つながろう！手話

ろう者との交流を通じて手話を学ぶ様子
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条
例
制
定
ま
で
の
経
緯

　

市
で
は
、
帯
広
ろ
う
者
協
会
な
ど
の

要
望
を
受
け
て
、
手
話
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
係
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
検
討
会
に
は
、
ろ
う
者
や
手
話

サ
ー
ク
ル
の
ほ
か
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
活
動
を
行
う
団
体
も

参
加
し
、
計
４
回
の
会
議
を
行
い
議
論

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
会
で
の
検
討
結
果
を
受
け

て
、
帯
広
市
手
話
言
語
条
例
を
今
年
３

月
に
制
定
し
ま
し
た
。

条
例
の
目
的

　

市
は
手
話
が
言
語
で
あ
る
と
の
認
識

に
基
づ
い
て
、
ろ
う
者
と
ろ
う
者
以
外

の
人
々
が
共
生
す
る
地
域
社
会
「
人
に

や
さ
し
い
、
人
が
や
さ
し
い
ま
ち
」
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。
条
例
で
は
市
民

の
皆
さ
ん
に
手
話
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

広
め
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
を
定
め
、

市
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
役
割
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
が
行

う
施
策
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

手
話
を
必
要
と
す
る
人
に
と
っ
て
、

手
話
を
使
用
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、

ろ
う
者
と
ろ
う
者
以
外
の
人
々
が
共
生

で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
、

こ
の
条
例
の
目
的
で
す
。
少
し
ず
つ
で

も
い
い
の
で
、
手
話
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

手
話
を
学
ぼ
う

　

皆
さ
ん
は
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
と

話
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
聞
こ

え
な
い
こ
と
は
外
見
か
ら
分
か
り
づ
ら

い
た
め
、
周
囲
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
声

や
音
が
聞
こ
え
ず
周
囲
の
出
来
事
に
気

付
き
に
く
い
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
り
に
く
く
、
日
常
生
活
の
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
困
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
手
話
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ろ
う
者
と
ろ

う
者
以
外
の
人
々
が
意
思
疎
通
し
や
す

く
な
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

簡
単
な
手
話
を
学
ぶ
出
前
講
座

　

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
集
ま
り
や

職
場
な
ど
に
訪
問
す
る
出
前
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。
講
座
で
は
、
ろ
う
者

や
手
話
の
歴
史
な
ど
に
関
す
る
こ
と
、

簡
単
な
手
話
を
学
び
ま
す
。
講
座
の
内

容
や
申
し
込
み
な
ど
、
詳
細
は
障
害
福

祉
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
お
び
ひ
ろ
で
手
話
を
紹
介

　

広
報
お
び
ひ
ろ
５
月
号
か
ら
、「
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
手
話
講
座
」
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
毎
月
一
つ
ず
つ
（
１
月
号
除

く
）
簡
単
な
手
話
を
紹
介
す
る
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
18
頁
参
照
）

手
話
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
よ
う

　

市
内
に
は
二
つ
の
手
話
サ
ー
ク
ル
が

あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
ろ
う
者
と
の

交
流
を
通
じ
て
手
話
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

手
話
通
訳
者
が
い
る
の
で
、
初
心
者

で
も
安
心
し
て
学
べ
ま
す
。
見
学
も
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

活
動
場
所
は
、
い
ず
れ
も
グ
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）
で
す
。

◆
帯
広
手
話
サ
ー
ク
ル
「
手
と
手
」

日
時　

毎
週
水
曜
日
、
10
時
～
12
時

代
表　

佐
野　

つ
や
子

問
い
合
わ
せ　

☎
24
・
２
２
７
２

◆
帯
広
グ
ル
ッ
ペ
手
話
の
会

日
時　

毎
週
水
曜
日
、
19
時
～
21
時

代
表　

今
野　

千
春

問
い
合
わ
せ　

☎
29
・
５
７
８
２

条例制定を記念して議場で撮影

　聞こえる皆さんにとっての日本語と同じように、私たち、ろう
者にとって、手話は「言語」です。ろう者は、手話で物を考え、
情報を理解しています。このため、筆談をしてくれても内容の認
識に時間が掛かるので、仕事が遅いなどと誤解されて孤立してし
まいがちです。
　手話・ろう者への理解が広がることは、ろう者の生活にとって
重要であり、お互いの気持ちが通じ合える社会につながります。
もし耳が聞こえない人と接する場面に出会ったら、思い切って話
し掛けてみてください。手話を知らなくても、ろう者とコミュニ
ケーションを取ることが、手話への理解の第一歩だと思います。

帯広ろう者協会
曽我　修己さん

手話への理解を広めて
気持ちが通じ合える
社会にしたい

　手話を始める前は、「耳が聞こえなくても目は見えるので、そ
れほど不便はないのでは」と思っていましたが、手話を学ぶ中で、
ろう者の苦労や文化の違いなど、気付かされることが多くありま
した。
　手話サークルは帯広ろう者協会と共に活動しています。手話を
学ぶだけでなく、ろう者との交流を通じて楽しくコミュニケーシ
ョンを図っています。うれしいことに、昨年からサークルの加入
者も少しずつ増えてきました。
 相手に伝えたいと思う気持ちを持つことが、手話が上達する一
番のこつです。あいさつなどの簡単な手話から始めてみませんか。

帯広手話サークル「手と手」
会長  佐野　つや子さん

ろう者との交流を通じて
楽しく手話を学ぶ
活動を広めたい

◉市の責務
　�　市民の手話に対する理解を広げ、手話を使いやすい環境にするための取
り組みを進める。
◉市民の皆さんの役割
　�　手話に対する理解を深め、市が行う取り組みに協力するよう努める。
◉事業者の皆さんの役割
　�　ろう者が利用しやすいサービスを提供する。また、ろう者が働きやすい
環境を整備するよう努める。

　市は条例に基づき、次の３つの取り組みを進めます。
１．手話の理解および普及を図る
　市ホームページや広報紙などを活用して、手話に関する情報を提供しま
す。また、市民の皆さんの集まりや職場・学校に出向いて、手話を学べる
出前講座を行います。
２．手話を使いやすい環境をつくる
　ろう者と手話で簡単な日常会話ができる「手話奉仕員」を養成するため、
手話奉仕員養成講座を開催します。
３．ろう者の社会参加の促進
　手話通訳を習得した人を、手話通訳者として派遣します。

手話条例に基づく責務・役割

市が行う取り組み
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低
所
得
者
の
軽
減
制
度

　

前
年
中
の
所
得
が
基
準
額
以
下
の
世

帯
に
対
し
て
、
国
民
健
康
保
険
料
の
平

等
割
と
均
等
割
が
、
あ
ら
か
じ
め
軽
減

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

軽
減
の
割
合
は
７
割
、
５
割
、
２
割

の
３
種
類
で
す
。
４
月
１
日
（
途
中
加

入
者
の
場
合
は
世
帯
主
が
加
入
し
た

日
）
の
世
帯
内
の
被
保
険
者
数
と
、
前

年
所
得
で
軽
減
の
割
合
を
判
定
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
５
割
と
２
割
軽

減
の
対
象
と
な
る
基
準
額
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。（
表
１
）

や
む
を
得
ず

失
業
し
た
人
の
軽
減
制
度

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
で
や
む
を
得
ず
失

業
し
た
人
が
国
保
に
加
入
し
た
場
合
、

保
険
料
や
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
は
、
失
業
に
よ
り
新
た
に
国
保

に
加
入
し
た
人
と
、
既
に
国
保
に
加
入

し
て
い
て
失
業
し
た
人
の
う
ち
、
雇
用

保
険
の
「
特
定
受
給
資
格
者
」
ま
た
は

「
特
定
理
由
離
職
者
」
に
該
当
す
る
人

で
す
。（
図
１
）

国
保
課
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

　

公
共
職
業
安
定
所
で
雇
用
保
険
の
手

続
き
を
し
て
、「
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
」
と
印
鑑
を
持
参
の
上
で
国
保
課

へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
雇
用
保
険
特
例
4

4

受
給
資
格

者
証
」、「
雇
用
保
険
高
年
齢

4

4

4

受
給
資
格

者
証
」
の
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
27
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
の
、
世
帯
全
員
の
収
入
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

　
給
与
や
公
的
年
金
で
は
、
収
入
か
ら

給
与
所
得
控
除
額
や
公
的
年
金
等
控
除

額
を
差
し
引
い
た
額
で
、
社
会
保
険
料

控
除
、
医
療
費
控
除
、
配
偶
者
控
除
な

ど
を
差
し
引
く
前
の
額
で
す
。
遺
族
年

金
や
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
の
収
入

は
含
み
ま
せ
ん
。

　

軽
減
の
内
容
は
、
離
職
日
の
翌
日
か

ら
翌
年
度
末
ま
で
、
対
象
者
の
前
年
所

得
の
う
ち
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30

と
し
て
国
民
健
康
保
険
料
を
算
定
し
ま

す
。
ま
た
、
高
額
療
養
費
な
ど
の
自
己

負
担
限
度
額
の
判
定
に
も
、
対
象
者
の

前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と

し
て
判
定
し
ま
す
。

減
免
制
度

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
特
別
な
事
情

で
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

申
請
す
る
こ
と
で
減
免
の
対
象
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
世
帯
が
対
象

　

世
帯
全
員
の
資
産
や
退
職
金
な
ど
を

活
用
し
て
も
生
活
が
著
し
く
困
難
で
、

所
得
の
要
件
（
図
２
）
に
当
て
は
ま
る

世
帯
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
所
得
割
の

50
パ
ー
セ
ン
ト
が
減
免
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。（
表
２
）

そ
の
他
の
理
由
で
納
付
が
困
難
な
場
合

・�

失
業
や
病
気
に
よ
り
収
入
が
著
し
く

減
少
し
た
場
合

・�

長
期
入
院
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
が

掛
か
っ
た
場
合

・�

火
災
や
地
震
な
ど
で
資
産
に
重
大
な

損
害
を
受
け
た
場
合

他
の
保
険
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

た
65
歳
以
上
の
人
の
減
免
制
度

　

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
た
人

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

た
場
合
、
そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

人
（
旧
被
扶
養
者
）
で
国
保
に
加
入
し

た
65
歳
以
上
の
人
は
、
保
険
料
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
へ
加
入
手
続
き
を
す
る
と
き
に

減
免
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

減
免
の
申
請
受
付
期
間

　

６
月
15
日
以
降
に
納
入
通
知
書
を
郵

送
す
る
の
で
、
対
象
者
は
印
鑑
と
納
入

通
知
書
を
持
参
し
、
国
保
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

減
免
の
理
由
に
よ
り
証
明
書
類
が
必

要
な
場
合
や
、
受
付
期
間
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
分
の
減
免
申
請
は
、
原

則
、
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
に
伴
う
保
険
料
の
特
別
措
置

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者
の

人
数
が
少
な
く
な
る
国
保
世
帯
に
は
、

保
険
料
の
特
別
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
別
措
置
を
受
け
る
た
め

の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

◆
特
別
措
置
１

　

低
所
得
者
へ
の
軽
減

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
し
た
人
が
世
帯
内
に
い
て
、
世
帯

の
所
得
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
移
行

前
と
同
率
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
移
行
し
た
人
の
前
年
所
得
や
人
数

を
含
め
て
判
定
し
ま
す
。

◆
特
別
措
置
２

　

１
人
に
な
っ
た
世
帯
へ
の
軽
減

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
す
る
こ
と
で
、
国
保
に
残
る
被
保

険
者
が
１
人
に
な
っ
た
場
合
は
、
世
帯

構
成
に
変
更
が
な
け
れ
ば
、
移
行
後
５

年
間
は
、
医
療
保
険
分
と
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
の
平
等
割
が
半
額
に
な
り
ま

す
。
６
年
目
か
ら
は
３
年
間
、
医
療
保

険
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
平
等

割
が
４
分
の
３
に
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
改
正
点

　

法
律
改
正
で
、保
険
料
の
上
限
額（
賦

課
限
度
額
）が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

帯
広
市
で
も
国
の
基
準
に
合
わ
せ
て
改

定
し
ま
す
（
表
３
）。
な
お
、
今
年
度

の
保
険
料
率
な
ど
は
、
広
報
お
び
ひ
ろ

７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
料
の
軽
減
・

減
免
制
度
な
ど
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
助
け
合
い
の
仕
組
み
で
す
。
制
度
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
保
険
料
は
６
月
中
旬
ご
ろ
に
通
知
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
９
、
65
・
４
１
４
０
）

問
い
合
わ
せ

表１　低所得者の軽減制度
軽減割合 基準額（前年中の所得額）
7割 33万円（変更なし）

5割

26万円

33万円＋　　　×被保険者数
26万5000円

2割

47万円

33万円＋　　　×被保険者数
48万円

平成28年度
から

平成28年度
から

図１　失業した人の軽減制度
特定受給資格者

雇用保険受給資格者証に記載
されている離職理由コードが
11、12、21、22、31、32の人

特定理由離職者

雇用保険受給資格者証に記載
されている離職理由コードが

23、33、34の人

※�旧国保被保険者：国保から後期高齢者医療制度に移行した人

図2　所得の要件
被保険者が特別寡婦・特別障害者に該
当または、同居の特別障害者（被保険
者に限る）を扶養する世帯のうち

世帯の前年の総所得が被保険者数と
旧国保被保険者数※の合算数
×35万円＋55万円以下の世帯

所得の少ない世帯のうち

世帯の前年の総所得が被保険者数と
旧国保被保険者数※の合算数
×35万円＋33万円以下の世帯

いずれも、世帯で所得がある人が1人の場合

区分 減免が適用になる収入の範囲

単身世帯 給与収入�約98万円 〜 133万円

２人世帯 給与収入�約98万円 〜 171万9000円

３人世帯 給与収入�約98万円 〜 223万1000円

４人世帯 給与収入�約98万円 〜 273万1000円

②昭和26年1月2日以降生まれの人

区分 減免が適用になる収入の範囲

単身世帯 年金収入�約103万円 〜 140万6000円

２人世帯 年金収入�約103万円 〜 187万3000円

●給与収入の人の減免基準

①昭和26年1月1日以前生まれの人

区分 減免が適用になる収入の範囲

単身世帯 年金収入�約153万円 〜 203万円

２人世帯 年金収入�約153万円 〜 238万円

区　分 27年度 28年度

医 療 保 険 分 52万円 54万円

後 期 高 齢 者
支 援 金 分 17万円 19万円

介 護 保 険 分 16万円 16万円

合　計 85万円 89万円

●年金収入の人の減免基準

表２　�低所得世帯が対象の減免基準と
適用事例

表３　�賦課限度額

 

対
象
と
な
る
「
所
得
」
と
は
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１
人
に
つ
き
３
万
円

　

政
府
の
経
済
政
策
に
よ
る
賃
金
引
き

上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所
得
の

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
下
支
え
す
る
た
め

に
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
（
高
齢
者
向
け
給
付
金
）
を
支
給

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
平
成
29
年
に

給
付
が
始
ま
る
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
（
満
額
で
年
６
万
円
）
の
半
年
分
に

相
当
す
る
３
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
回
限
り
の
給
付

　

こ
の
給
付
金
は
臨
時
的
な
措
置
で
、

平
成
28
年
度
に
１
回
限
り
給
付
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
否
か
に
関

わ
ら
ず
、
次
の
２
つ
の
要
件
を
全
て
満

た
す
人
で
す
。

　

対
象
者
の
目
安
は
、
診
断
チ
ャ
ー
ト

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。（
図
）

①�

平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
帯
広
市

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
27
年
度

分
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

人
（
表
）

　

�　

現
在
は
帯
広
市
に
住
ん
で
い
て
、

平
成
27
年
１
月
１
日
に
別
の
市
町
村

に
住
ん
で
い
た
人
は
、
当
時
住
ん
で

い
た
市
町
村
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

②�

昭
和
27
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
（
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
に

65
歳
以
上
に
な
る
人
）

た
だ
し
次
の
人
は
対
象
外
で
す

・�

平
成
27
年
度
分
の
市
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て

い
る
人

　

�　

例
え
ば
、
平
成
27
年
度
に
市
民
税

の
課
税
が
あ
る
子
ど
も
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
人
（
社
会
保
険
の
扶
養

で
は
な
く
税
法
上
の
扶
養
）

・�

申
請
後
、
支
給
決
定
ま
で
の
間
に
亡

く
な
っ
た
人

・
生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど

申
請
書
は
郵
送

　

平
成
28
年
5
月
下
旬
に
、
対
象
者
と

見
込
ま
れ
る
人
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
。

申
請
方
法

　

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
添
付
書
類

と
一
緒
に
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

臨
時
福
祉
給
付
金
を
初
め
て
申
請
す

る
人
と
、
昨
年
と
違
う
口
座
に
振
り
込

み
を
希
望
す
る
人
は
、
通
帳
の
写
し
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
度
に
臨
時
福
祉
給
付
金
を

受
け
た
人
で
、
同
じ
口
座
に
振
り
込
み

を
希
望
す
る
人
は
、
通
帳
の
写
し
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
期
間

　

5
月
27
日
㈮
～
8
月
29
日
㈪

　

申
請
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
支
給
さ

れ
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口

　

市
庁
舎
２
階　

社
会
課
臨
時
窓
口

　

窓
口
で
の
申
請
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、
郵
送
に
よ
る
申
請
に
協
力
し

て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
込
で
支
給

　

給
付
金
は
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。
口
座
振
り
込
み
は
、
申

請
を
受
理
し
て
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か

る
見
込
み
で
す
。

　

口
座
が
無
い
場
合
な
ど
に
限
り
、
現

金
で
支
給
し
ま
す
が
、
口
座
振
り
込
み

よ
り
支
給
ま
で
に
日
数
が
掛
か
り
ま
す
。

低
所
得
の
高
齢
者
を
支
援

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

　
低
所
得
の
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
援
す
る
た
め
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
高
齢
者
向
け
給
付
金
）
を
支

給
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
社
会
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
２
３
３
）

問
い
合
わ
せ

※生活保護基準の２級地（帯広市など）における非課税限度額

表　市民税が課税されない所得水準の目安（非課税限度額）
（給与所得者）

区　分 非課税限度額※
（給与収入ベース）

単身 97万円

夫婦 148万円

夫婦子１人 190万3999円

夫婦子２人 235万9999円

（公的年金等受給者）

区　分 非課税限度額※
（年金収入ベース）

単身
65歳以上 152万円

65歳未満 102万円

夫婦
65歳以上 203万円

65歳未満 160万6666円

図 支給対象者診断チャート

※このチャートは一般的な場合を想定しています。

生活保護を受けて
いますか 対象ではありません

対象ではありません

年金生活者等支援臨時福
祉給付金の支給対象者と
なる可能性があります

平成27年度分の
市民税は課税され
ていますか【表】

平成27年度分の市
民税が課税されて
いる人の扶養親族
になっていますか

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ
はい

“振り込め詐欺”や
“個人情報の詐欺”に
注意してください

“振り込め詐欺”や
“個人情報の詐欺”に
注意してください

　　市や厚生労働省などが ATM（銀行・コンビニなどの現金
自動預払機）の操作をお願いすることは、絶対にありません。

　　ATM を自分で操作して、他人からお金を振り込んでもら
うことはできません。

　　市や厚生労働省などが、「年金生活者等支援臨時福祉給
付金」を支給するために、手数料の振り込みを求めることなど
は絶対にありません。

「年金生活者等支援臨時福祉給付金」の

イメージキャラクター
カクニンジャ

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
て
要
件
を
満
た
す
人
は
、
帯
広

市
に
住
民
登
録
が
な
く
て
も
必
要
な
手

続
き
を
す
る
こ
と
で
、
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
推
進
課
ま
た
は
配
偶

者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
４
）

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
３
南
３
、十
勝
総
合
振
興
局
内
、

☎
26
・
９
０
２
９
）

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に

避
難
し
て
い
る
人
も
給
付
対
象
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「
ふ
ら
っ
と
」
は
、
日
常
の
生
活
、

仕
事
、
家
族
、
金
銭
の
問
題
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
生
活
に
困
り
事
を
抱

え
て
い
る
人
の
相
談
窓
口
で
す
。

　

相
談
員
が
問
題
の
原
因
を
整
理
し
、

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
た
計
画

を
作
成
し
た
り
、
各
種
手
続
き
の
サ

ポ
ー
ト
や
関
係
機
関
へ
の
同
行
も
し
て

い
ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
居
住
し
て
い
て
、
生

活
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
（
生
活
保

護
受
給
者
は
対
象
外
）
や
そ
の
家
族
な

ど費
用　
無
料

相
談
方
法　
面
談
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
面
談
は
、
事

前
に
連
絡
を
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
に

対
応
で
き
ま
す
。

担
い
手
が
減
っ
て
い
る

　

市
で
は
、
市
民
と
行
政
が
互
い
に
力

を
合
わ
せ
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
、
町
内
会
を
は
じ
め
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
団
体
が
日
々
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
地
域

活
動
へ
の
参
加
者
の
減
少
や
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
が
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
団
体
同
士
の
新

た
な
連
携
や
、
課
題
解
決
の
た
め
の
実

践
力
向
上
な
ど
が
、
今
後
ま
す
ま
す
必

要
と
な
り
ま
す
。

地
域
担
い
手
講
座
に
参
加
し
よ
う

　

地
域
の
た
め
に
活
動
で
き
る
人
材
の

発
掘
と
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
地
域

の
皆
さ
ん
の
力
を
高
め
る
た
め
、「
地

域
担
い
手
講
座
」を
行
い
ま
す
。ユ
ニ
ー

ク
な
視
点
で
社
会
問
題
の
解
決
を
実
践

し
て
い
る
人
の
講
演
会
や
、
民
間
企
業

の
人
材
育
成
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
６
回
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
７
月
以
降
の
開
催
は
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

相
談
者
の
生
活
に
関
す
る
困
り
事

を
聞
き
、
問
題
解
決
の
糸
口
を
一
緒

に
探
し
ま
す
。

　

現
在
抱
え
て
い
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
将
来
に
関
す
る
不
安
も
、
話
す

こ
と
で
解
消
す
る
き
っ
か
け
が
見
つ

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
一
度
だ
け

の
利
用
で
も
「
自
分
で
解
決
で
き
そ

う
な
気
が
し
て
き
た
」「
話
を
聞
い
て

く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う
声

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

新
し
い
コ
ト

生
み
出
そ
う

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決

を
お
手
伝
い

地
域
担
い
手
講
座

帯
広
市
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
っ
と

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
…

そ
ん
な
と
き
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
地
域
活
動
の
経
験
が
な
い
人
も
、
活
動
中
の
人
も
、
地
域
が
輝
く
た
め
の
ア
イ

デ
ア
磨
き
や
人
と
の
出
会
い
な
ど
を
通
じ
て
、活
動
の
幅
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
民
活
動
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
０
）

　
　
　
　
　
　
　
保
護
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
２
３
５
）

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

市ホームページ

QRコードで
簡単アクセス

市民活動推進課
フェイスブック

帯広市自立相談支援センター

ふらっと

ふらっと相談員の皆さん

講演会・ワークショップ

セミナー ワークショップ 成果発表会1回開催
3回開催 1回開催

参加者同士が
お互いを知る

　地域活動の在り方や、今後の活動の参考にな
る事例を学びます。

日時：6月25日（土）、14時～17時
場所：とかちプラザ（西4南13）
定員：100人

◆講演会（14時～15時）

　「地域コミュニティの可能性
　　　～みんなでまなぶ。みんなでつくる。

地域のみらい～」
　講師　筧　裕介（ i

イ シ ュ ー

ssue  +
プラス

  d
デ ザ イ ン

esign 代表）

＜講師プロフィール＞
2008年issue+design設立後、社会課題解決、
地域活性化のためのデザイン領域のプロジェク
トに取り組む。代表プロジェクトに震災ボラン
ティア支援の「できますゼッケン」など。

◆座談会&ワークショップ（15時～17時）
　道内の地域主体のまちづくり実践者による実
践発表とワークショップ

申し込み
　電話・フェイスブックなどで、6月22日（水）まで
に、市民活動推進課へ申し込みください。

●受付日時（祝日・年末年始を除く）
　　月～土曜日	 8時45分～17時30分
　　※	水曜日のみ18時～20時も可

（予約制）
●場所
　　西6条南6丁目3
　　ソネビル2階（駐車場あり）
●電話
　　☎20・7366
●Ｅメール
　　obihiro-flat@keisei-kai.jp

地域課題の考え方、対話の方法
など、参加者個人の能力向上を
図る
　開催予定：7月
　定員：20人程度

地域の課題解決に向けた実践計
画を考える
　開催予定：8～10月
　定員：30人程度

町内会同士の横断的なまちづく
りの仕組みを作る
　開催予定：12月
　定員：100人程度

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応

と
か
ち
館

Ｎ
Ｈ
Ｋ

帯広厚生病院

帯広
市役所

ソネビル２階
帯広市自立相談支援センター
ふらっと

ソネビル
東館

西
５
条
通

ステップ１

今後の流れ 「地域の人材」と「地域外の人材」が新しい仕組みを生み出す

ステップ2 ともに学ぶ ステップ3 アイデアを出し合う ステップ4 アイデアを実践する
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営巣場所や状況で異なりますが
連携して対応します

表　カラスの営巣場所別の相談窓口など

　
レ
ジ
ャ
ー
や
山
菜
採
り
な
ど
、屋
外
で
の
活
動
が
多
く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
畑
地
・
牧
場
な
ど
に
あ
る
電
気
柵
や
、

野
生
の
鳥
獣
の
生
態
を
知
り
、
思
わ
ぬ
事
態
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

電
気
柵
に
注
意

　

電
気
柵
と
は
、
畑
地
や
牧
場
な
ど
の

周
囲
を
特
殊
な
ワ
イ
ヤ
ー
で
囲
い
、
高

圧
の
電
流
を
流
す
柵
で
す
。
電
気
刺
激

に
よ
っ
て
、
野
生
動
物
の
侵
入
や
家
畜

が
敷
地
外
に
脱
出
す
る
こ
と
を
防
ぐ
役

割
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ

む
や
み
に
近
づ
か
な
い
で

　

畑
地
や
牧
場
な
ど
に
電
気
柵
が
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
思
わ

ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
郊
外
へ
出
掛
け

る
と
き
は
、
む
や
み
に
近
づ
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

電
気
柵
を
設
置
し
て
い
る
人
へ

設
置
基
準
を
確
認
し
て

　

電
気
柵
は
、
人
に
対
す
る
危
険
防
止

の
た
め
に
、
電
気
事
業
法
で
設
置
基
準

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
気
柵
を
設

置
し
て
い
る
人
は
、
設
置
基
準
に
基
づ

い
た
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

認
識
し
や
す
い
位
置
と
間
隔
、
見
や

す
い
文
字
で
、
危
険
で
あ
る
旨
を
表

示
す
る

・�

出
力
電
流
が
制
限
さ
れ
る
電
気
柵
用

電
源
装
置
を
使
用
す
る

・�

30
ボ
ル
ト
以
上
の
電
源
か
ら
電
気
を

供
給
す
る
場
合
は
、
漏
電
遮
断
器
を

設
置
す
る

・�

容
易
に
操
作
で
き
る
箇
所
に
専
用
の

開
閉
器
（
ス
イ
ッ
チ
）
を
設
置
す
る

野
生
動
物
に
注
意

　

カ
ラ
ス
は
本
来
攻
撃
的
な
鳥
で
は
な

く
、
む
や
み
に
人
に
襲
い
か
か
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
春
先
か
ら
７
月
ご

ろ
は
子
育
て
時
期
の
た
め
、
卵
や
ひ
な

鳥
を
守
ろ
う
と
、
通
行
人
に
対
し
て
威

嚇
行
動
を
と
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

威
嚇
行
動
の
特
徴

　

巣
に
近
づ
く
人
を
遠
ざ
け
よ
う
と
、

カ
ラ
ス
は
段
階
的
に
威
嚇
行
動
を
と
り

ま
す
（
図
）。
集
団
で
襲
っ
て
く
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

威
嚇
さ
れ
な
い
た
め
に

　

巣
や
ひ
な
鳥
に
近
づ
か
な
い
よ
う
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・�

カ
ラ
ス
が
騒
い
で
い
た
ら
そ
の
場
を

避
け
る
、
ま
た
は
迂
回
す
る

・�

巣
立
ち
期
の
上
手
に
飛
べ
な
い
ひ
な

鳥
が
地
面
に
落
下
し
て
い
て
も
、
不

用
意
に
近
づ
か
な
い

威
嚇
行
動
か
ら
身
を
守
る

　

ど
う
し
て
も
巣
の
近
く
を
通
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
次
の
よ
う
に

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・�

カ
ラ
ス
は
後
頭
部
を
狙
う
の
で
、
帽

子
を
か
ぶ
る
、
傘
を
さ
す
な
ど
し
て

頭
を
隠
す

・�

片
腕
を
真
上
に
上
げ
る
（
翼
が
腕
に

当
た
る
の
を
嫌
が
り
、
近
づ
い
て
こ

な
い
た
め
）

・�

警
戒
中
の
カ
ラ
ス
か
ら
離
れ
る
と
き

は
目
を
離
さ
ず
、
背
中
を
向
け
な
い

カ
ラ
ス
と
の
関
わ
り
方
の
マ
ナ
ー

　

カ
ラ
ス
の
習
性
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

カ
ラ
ス
と
の
関
わ
り
方
と
し
て
、
次

の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
る

・�

ペ
ッ
ト
に
与
え
る
餌
の
後
始
末
を
き

ち
ん
と
す
る

・
カ
ラ
ス
に
餌
を
や
ら
な
い

状
況
が
改
善
し
な
い
と
き
は

　

対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
巣
を
取
り

除
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。
カ
ラ
ス
の
巣

が
街
路
樹
や
電
柱
に
あ
る
場
合
は
、
各

管
理
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
（
表
）。

巣
が
私
有
地
な
ど
に
あ
る
場
合
は
、
所

有
者
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

野
生
の
鳥
獣
や
卵
の
捕
獲
に
は
、
法

に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ヒ
グ
マ
に
関
す
る

注
意
点

　

５
～
６
月
は
、
山
菜
採
り
な
ど
で
野

山
に
立
ち
入
る
人
も
多
く
、
ヒ
グ
マ
と

の
接
触
事
故
が
増
え
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

注
意
看
板
な
ど
で
ヒ
グ
マ
の
情
報
を
確

認
す
る
な
ど
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
グ
マ
と
出
会
わ
な
い
た
め
に

　

ヒ
グ
マ
は
本
来
、
人
を
極
力
避
け
て

行
動
す
る
動
物
で
す
。
早
朝
や
夕
方
に

比
較
的
活
発
に
歩
き
回
り
ま
す
。

　

ま
た
、
聴
力
に
優
れ
音
に
敏
感
で
、

嗅
覚
も
非
常
に
発
達
し
て
い
ま
す
。

・�

日
の
出
、
日
没
時
な
ど
の
薄
暗
い
時

間
帯
は
野
山
に
立
ち
入
ら
な
い

・
単
独
で
は
な
く
複
数
人
で
行
動
す
る

・�

鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
の

携
行
、
大
声
で
話
す
な
ど
、
ヒ
グ
マ

に
人
の
存
在
を
知
ら
せ
る

・�

ヒ
グ
マ
の
ふ
ん
や
足
跡
、
臭
い
な
ど

異
変
を
感
じ
た
ら
直
ち
に
引
き
返
す

ヒ
グ
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に

　

人
が
出
す
生
ご
み
は
ヒ
グ
マ
に
と
っ

て
ご
ち
そ
う
で
す
。
一
度
そ
の
味
を
覚

え
た
ヒ
グ
マ
は
餌
を
求
め
て
人
里
に
現

れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
と
の
接
触
事
故

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

・�

に
お
い
の
強
い
食
べ
物
は
持
ち
込
ま

な
い

・�

弁
当
や
飲
み
物
な
ど
、
食
べ
残
し
た

物
は
必
ず
持
ち
帰
る

　

※
土
中
に
埋
め
て
も
い
け
ま
せ
ん

・�

弁
当
や
お
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
の
容
器

も
必
ず
持
ち
帰
る

そ
れ
で
も
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た
と
き
に
、
確
実

に
身
を
守
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
次
の
よ

う
な
行
動
が
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・�

冷
静
な
状
況
判
断
の
た
め
に
、
ま
ず

は
「
落
ち
着
く
」

・�

大
声
を
上
げ
た
り
、
走
っ
て
逃
げ
た

り
、
石
を
ぶ
つ
け
た
り
し
て
ヒ
グ
マ

を
刺
激
し
な
い

◆
距
離
が
あ
る
場
合

・
静
か
に
そ
の
場
を
立
ち
去
る

◆
距
離
が
近
い
場
合

・�

ヒ
グ
マ
の
目
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

と
後
退
す
る

・�

持
ち
物
が
あ
る
場
合
、
服
な
ど
を
そ

っ
と
置
く
と
ヒ
グ
マ
の
気
を
そ
ら
し

て
時
間
稼
ぎ
に
な
る

◆
至
近
距
離
の
場
合

・�

ゆ
っ
く
り
と
両
腕
を
上
げ
、
姿
を
大

き
く
見
せ
ゆ
っ
く
り
と
移
動
す
る

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
潜
む
危
険

農
村
振
興
課
（
市
庁
舎
７
階
、、
☎
65
・
４
１
７
３
）

問
い
合
わ
せ

電
気
柵
、
カ
ラ
ス
や
ヒ
グ
マ
に
関
す
る
注
意
点

感電注意さわるな！

図　カラスの威嚇行動の特徴
「カッ、カッ、カッ」と鳴きながら
頭上を飛び回ったり、近くで鳴く

卵やひな鳥がいる縄張りから
人が離れると威嚇をやめる

人のそばをかすめるように飛んだり、
人の頭部を足で蹴る
※カラスは体の構造上、飛びながら
　くちばしでつつくことはできませんカッ、カッ、カッ

それでも人が
立ち去らない場合…
それでも人が
立ち去らない場合…

ポイントポイント

◉公園内の樹木、街路樹など
みどりの課（みどりと花のセンター）

（緑ケ丘2、☎21・3172）
◉道路用地内の樹木など

道路維持課（道路車両センター）
（南町南6線46、☎48・2322）
◉河川敷地内の樹木など

管理課
（市庁舎6階、☎65・4177）
▽市以外
◉電柱にできた巣の撤去

各電柱についている管理番号を確認
し、各管理者に問い合わせください。

【その他カラスに関する相談】
◉ごみ対策やカラスの死骸など

清掃事業課
（西24北4、☎37・2311）
◉捕獲の許可・有害鳥獣駆除の相談

農村振興課
（市庁舎7階、☎65・4173）

カ
ラ
ス
に
関
す
る

注
意
点
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半
袖
の
シ
ャ
ツ
の
軽
や
か
さ
が
、
う

れ
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

澄
み
渡
る
青
空
、
山
々
の
か
す
か
な

残
雪
、
木
々
の
鮮
や
か
な
緑
、
生
命
力

ほ
と
ば
し
る
広
大
な
大
地
。
十
勝
・
帯

広
の
圧
倒
的
な
初
夏
の
風
景
は
、
私
た

ち
に
高
揚
感
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

遠
く
を
眺
め
る
と
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
日
高
の
山
並
み
が
目
に
飛
び
込
み
ま

す
。
雄
大
で
凛
と
し
て
、
優
し
く
包
み

込
む
よ
う
な
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る

山
々
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
威
容
を
誇

っ
て
い
る
の
が
「
ポ
ロ
シ
リ
」
で
す
。

　

標
高
１
８
４
６
メ
ー
ト
ル
、
ア
イ
ヌ

語
で
「
大
き
い
山
」
を
意
味
す
る
ポ
ロ

シ
リ
は
、「
ア
イ
ヌ
の
神
カ
ム
イ
が
遊

ん
だ
神
秘
的
な
山
」
と
も
伝
え
ら
れ
、

鑑
賞
上
価
値
の
高
い
も
の
と
し
て
国
の

名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
立
清
川
中
学
校
の
校
歌
に
も
、「
ポ

ロ
シ
リ
の
高
き
を
仰
ぎ
」
と
登
場
す
る

な
ど
、
十
勝
・
帯
広
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ポ
ロ
シ
リ
の
山
裾
に
は
、
キ
ャ
ン
プ

場
や
自
然
観
察
体
験
施
設
を
は
じ
め
、

拓
成
湖
や
岩
内
仙
峡
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー

ス
ポ
ッ
ト
が
広
が
り
、
６
月
の
八
千
代

牧
場
ま
つ
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
初
め
に
は
、
日
本
屈
指
の
ア
ウ

ト
ド
ア
用
品
メ
ー
カ
ー
「
ス
ノ
ー
ピ
ー

ク
」
社
の
主
催
に
よ
り
、
全
国
で
も
有

名
な
キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト
が
ポ
ロ
シ
リ

自
然
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
愛
好
家
が
日
本
中
か
ら

集
ま
る
国
内
有
数
の
イ
ベ
ン
ト
が
こ
の

地
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

国
内
外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
知
り
尽
く
す

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
山
井
社
長
か
ら
、
ポ

ロ
シ
リ
を
「
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
」
と
評

価
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
発
端
で
す
。

　
「
真
の
発
見
の
旅
と
は
、
新
し
い
景

色
を
探
す
こ
と
で
は
な
い
。
新
し
い
目

で
見
る
こ
と
な
の
だ
」
フ
ラ
ン
ス
の
作

家
マ
ル
セ
ル
・
プ
ル
ー
ス
ト
の
名
言
で

私
の
お
気
に
入
り
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
地
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
、
身
近

で
あ
る
が
故
、
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
に

気
付
き
に
く
い
も
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
人
に
、
十
勝
・
帯
広
の
自
然
を
高
く

評
価
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
新
た
な

魅
力
が
生
ま
れ
、
こ
の
地
に
暮
ら
す
私

た
ち
も
、
改
め
て
、
そ
の
価
値
を
再
認

識
し
、
そ
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
こ
と

に
喜
び
、
感
謝
す
る
。
そ
う
し
た
多
く

の
方
々
の
想
い
が
幾
重
に
も
積
み
重
ね

ら
れ
て
、
ポ
ロ
シ
リ
の
ご
と
く
、
誇
り

高
き
十
勝
・
帯
広
が
形
づ
く
ら
れ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
、
十

勝
・
帯
広
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

ぜ
ひ
気
軽
に
出
掛
け
て
、
豊
か
な
自

然
を
ぜ
い
た
く
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

市長コラム

帯広市長　米沢 則寿

ポロシリ

おびひろ
夢かなうまち

　市長への手紙をお寄せください

ご意見・ご提言をお寄せください市長への手紙

　★まちづくりにあなたの声を

（市庁舎３階、☎65・4110）
問い合わせ　広報広聴課

回答が不要の場合は□に     を記入してください

□ 回答はいらない
ご意見と回答の要旨を、広報紙やホームページなどに掲載してよろしいですか

□ 掲載してよい※　□ 掲載してほしくない（□に　を記入してください）

ご住所：〒　　 −　　　  帯広市

お名前：　　　　　　　　　　　　年齢：　　　歳　性別：　　　電話：　　 　（　　　）
※掲載するのは文書で回答したものに限ります。また、ご意見と回答の要旨は、個人が特定できないように編集します。

　市民の皆さんの声を市の仕事に反映させ、市民協働のまちづくりを進めるために、この用紙を利用して市政へ
のご意見・ご提言を、お寄せください。
　回答を希望される場合は、必ず住所、氏名をご記入ください。匿名の場合は回答することができません。
　文書で回答したものは、原則として、個人が特定できないように編集した上で広報紙やホームページなどに
掲載します。お寄せいただいた内容の公開について、承諾いただけるかどうかをこの用紙のチェック欄でお知ら
せください。
　なお、個人情報については帯広市個人情報保護条例に基づき適切に取り扱います。



✂
キ
リ
ト
リ
セ
ン

✂
キ
リ
ト
リ
セ
ン

✂キリトリセン

✂キリトリセン

●手紙用紙を紙面から切り離してお使いください

①キリトリセンに沿って
切り離し、手紙を書く

②二つ折りにし、のりしろ
　部分を貼り合わせて投函

市長への手紙

山　
折　
り

◆8◆広報おびひろ平成28年６月号

料金受取人払郵便

差出有効期間
平成29年5月31日
まで（切手不要）

帯 広 局
承　　認

1473

　

平
成
27
年
度
は
、「
市
長
へ
の
手
紙
」

や
「
陳
情
・
要
望
」
な
ど
を
通
じ
て
、

道
路
な
ど
都
市
建
設
部
門
や
、
市
税
や

社
会
福
祉
な
ど
総
務
や
保
健
福
祉
部
門

に
多
く
の
市
民
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。（
表
１
・
２
）

�

市
長
へ
の
手
紙

　

昨
年
度
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見

と
回
答
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
内
容
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

時
点
の
も
の
で
す
。

声
①

　

軽
自
動
車
税
な
ど
、
カ
ー
ド
で
支
払

い
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

回
答
①

　

市
税
の
納
付
方
法
は
、
口
座
振
替
、

金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
書
払
い
と
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
納
付
し
た
い
と
い
う
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
払
い
の
導
入
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

費
や
カ
ー
ド
会
社
へ
支
払
う
１
件
当
た

り
の
手
数
料
が
、
口
座
振
替
と
比
べ
て

高
額
に
な
る
な
ど
、
新
た
な
費
用
負
担

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
導

入
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（
担
当　

納
税
課
、
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
２
５
）

声
②

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
、
ボ
ー
ル
を
す

く
い
上
げ
る
ホ
ー
ル
カ
ッ
プ
を
設
置
し

て
ほ
し
い
で
す
。

回
答
②

　

ボ
ー
ル
を
す
く
い
上
げ
る
ホ
ー
ル
カ

ッ
プ
は
、
現
在
、
十
勝
川
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
、
帯
広
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
・
林
間
コ
ー
ス
、
十
勝
川
親
水
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
公
園
利
用
者
の
安
全

確
保
を
優
先
し
、
老
朽
化
し
た
公
園
遊

具
な
ど
の
更
新
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
施
設
の
更
新
を
迎
え

た
時
点
で
、
ホ
ー
ル
カ
ッ
プ
の
交
換
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
担
当　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
、
市
庁
舎

８
階
、
☎
65
・
４
２
１
０
、
み
ど
り
と

花
の
セ
ン
タ
ー
、
緑
ケ
丘
２
、
☎
21
・

３
１
７
２
）

声
③

　

新
総
合
体
育
館
は
災
害
時
の
避
難
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
を
考
え
た
、

防
災
に
強
い
施
設
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

回
答
③

　

現
在
の
総
合
体
育
館
は
、
昭
和
47
年

に
供
用
を
開
始
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で

き
た
こ
と
や
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
建
て
替
え
に
向

け
た
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

総
合
体
育
館
は
、
地
震
な
ど
災
害
時

の
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
お
り
、
建
て

替
え
た
後
も
そ
の
役
割
を
引
き
継
ぎ
、

十
分
な
耐
震
性
を
備
え
た
建
物
と
し
て

整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
防
災
備
蓄
倉
庫
や
非
常
用
電

源
設
備
な
ど
を
備
え
、
万
一
の
場
合
で

も
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
る
施
設
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
担
当　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
、
市
庁
舎

８
階
、
☎
65
・
４
２
１
０
）

市長に寄せられた
市民の声

まちづくりに生かす市民の声

表２��担当部門別「市民の声」

※比率は、少数点以下第2位で四捨五入し、端数整理はしていない

担当部門 項目数 比率 担当部門 項目数 比率
政 策 推 進 80 8.5％ 農 政 60 6.4％
総 務 94 10.0％ 都市建設 218 23.2％
市 民 活 動 81 8.6％ 教 育 71 7.6％
市 民 環 境 69 7.3％ 消 防 11 1.2％
保 健 福 祉 110 11.7％ 上下水道 3 0.3％
こども未来 37 3.9％ そ の 他 14 1.5％
商 工 観 光 92 9.8％ 合 計 940 100％

※比率は、少数点以下第2位で四捨五入し、端数整理はしていない

表１��「市民の声」の受理方法別件数と項目数
受理方法 件数 項目数 比率

市長への手紙 248通 371 39.4％

陳情･要望 45件 384 40.9％
市長との懇談会（地区懇談会・

市民トーク・ティーミーティング・
おじゃまします）

12回 69 7.3％

その他（電話・Eメールなど） 98件 116 12.3％

合　　計 940 100％

　市では、市長への手紙や地区懇談会などを通して、皆さんのご意見やご要
望である「市民の声」をお聴きし、まちづくりへ反映するように努めています。
  問い合わせ　広報広聴課（市庁舎３階、☎６５・４１１０）
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イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

ま
ち
な
か
に
に
ぎ
わ
い
と
触
れ
合
い
を

創
出
す
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
花
壇
な
ど
を
設
置
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

電
気
や
上
下
水
道
の
設
備
も
整
え
て

い
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
団
体
の

交
流
会
、
発
表
の
場
な
ど
、
営
利
・
非

営
利
を
問
わ
ず
使
用
で
き
ま
す
。

　

使
用
料
は
、
広
場
使
用
料
・
電
気
料
・

上
下
水
道
料
で
す
（
表
）。
公
益
的
な

集
客
イ
ベ
ン
ト
は
、
広
場
使
用
料
が
減

免
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　
西
２
南
11
（
図
）

　

オ
ビ
ヒ
ロ
ホ
コ
テ
ン
は
、
夏
の
帯
広

の
ま
ち
な
か
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ

か
り
定
着
し
ま
し
た
。
今
年
も
市
民
グ

ル
ー
プ
や
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
の
参
加

に
よ
り
、
ダ
ン
ス
や
音
楽
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
予
定
で
す
。
日
曜
日
に
は
ホ
コ
テ
ン

に
足
を
運
び
ま
せ
ん
か
。

参
加
し
よ
う

　

ま
ち
な
か
の
路
上
で
大
勢
の
来
場
者

を
前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
が
で
き
ま
す
。
各
種
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

飲
食
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
出
店
申

し
込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ホ
コ

テ
ン
へ
の
参
加
は
無
料
で
す
。

　

詳
細
は
ホ
コ
テ
ン
事
務
局
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

省
エ
ネ
住
宅
を
取
得
し
た
若
年
世
帯

の
人
が
対
象

　

若
い
世
帯
の
定
住
と
省
エ
ネ
住
宅
の

普
及
を
図
る
た
め
、
市
内
に
一
定
の
条

件
を
満
た
す
新
築
住
宅
を
取
得
し
た
人

に
、
20
万
円
分
の
地
域
商
品
券
を
交
付

し
ま
す
。

受
付
期
限

　

平
成
29
年
１
月
31
日
㈫
ま
で

募
集
件
数

　

先
着
１
０
０
件

対
象
者

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①�

申
請
日
に
、
新
築
住
宅
に
配
偶
者
と

共
に
居
住
し
て
い
る
。
ま
た
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
で
、
子
ど
も
と
共
に
居

住
し
て
い
る
。

②�

新
築
住
宅
を
自
己
も
し
く
は
配
偶
者

が
所
有
、
ま
た
は
夫
婦
で
共
有
。

③�

所
有
権
保
存
登
記
の
受
付
年
月
日
に
、

夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下
。
ひ
と
り
親

家
庭
は
、
自
己
が
39
歳
以
下
で
子
ど

も
が
20
歳
未
満
。

④�
同
居
す
る
家
族
全
員
の
総
所
得
額
が

４
８
０
万
円
以
下
。

⑤�

住
宅
所
有
者
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
入

額
が
１
２
０
０
万
円
以
上
。

⑥�

同
居
す
る
家
族
全
員
が
市
区
町
村
民

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

※�

納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑦
過
去
に
同
奨
励
金
を
受
け
て
い
な
い
。

⑧
暴
力
団
員
な
ど
で
な
い
。

対
象
住
宅

　

省
エ
ネ
基
準
を
満
た
す
住
宅
で
、
新

築
日
か
ら
10
カ
月
以
内
の
新
築
住
宅
。

※�

住
宅
の
建
築
、
購
入
は
市
内
に
本
店
、

営
業
所
な
ど
が
あ
る
法
人
ま
た
は
個

人
事
業
者
（
住
宅
の
建
築
は
建
設
業

法
、
購
入
は
宅
地
建
物
取
引
業
の
許

可
を
受
け
た
事
業
者
）
で
行
う
こ
と
。

申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
建

築
指
導
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
条
件
、
必
要
書
類
な
ど
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
程
な
ど

日
時　
６
月
19
日
〜
９
月
11
日
の
毎
週

日
曜
日
（
８
月
14
日
を
除
く
）、
全
12
回
、

11
時
〜
16
時

場
所　

平
原
通
り
（
西
２
南
８
・
９
）、

広
小
路
（
南
８
丁
目
線
、
西
１
〜
２
条
）

（
図
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中

　

オ
ビ
ヒ
ロ
ホ
コ
テ
ン
は
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
実
行
委
員
会
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
の
運
営
や
、
年

間
を
通
し
た
実
行
委
員
会
の
活
動
を
行

う
ス
タ
ッ
フ
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

関
心
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
ホ
コ
テ
ン

事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
ホ
コ
テ
ン
事
務
局
（
西

１
南
８
、広
小
路
３
区
北
側
、☎
０
８

０
・
６
０
８
５
・
３
１
９
８
、�

Ｆ
23
・

４
５
１
０
、　

offi
ce@
hokoten.net

）

ま
ち
な
か
を
満
喫

住
宅
新
築
で

20
万
円
分
の
商
品
券

ホ
コ
テ
ン
・
夢
の
北
広
場

お
び
ひ
ろ
住
宅
づ
く
り
奨
励
金

　
今
回
で
開
催
11
年
目
を
迎
え
る
「
帯
広
ま
ち
な
か
歩
行
者
天
国
（
オ
ビ
ヒ
ロ
ホ

コ
テ
ン
）」
と
、
ま
ち
な
か
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
憩
い
の
場
「
夢
の
北
広
場
」。
今
年

も
夏
の
中
心
市
街
地
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４
１
６
４
）

　
　
　
　
　
　
　
建
築
指
導
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１
８
０
）

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

時間

区分

午 前 午 後 夜 間 全 日

8時～ 13時～ 18時～ 8時～
13時 18時 22時 22時

広 場 使 用 料 4300円 4300円 3500円 1万850円

電気料（1口当たり） 120円 120円 100円 340円

上 下 水 道 料 200円 200円 160円 560円

※上記の時間以外の利用も可能です。
※	入場料などを徴収する場合、広場使用料が割増となります。

図　ホコテン会場と
　　夢の北広場の位置

表　夢の北広場の使用料など

オ
ビ
ヒ
ロ
ホ
コ
テ
ン
に
行
こ
う

「
夢
の
北
広
場
」を
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い

藤丸
■

郵便局
■ ■

ホ
コ
テ
ン
事
務
局

駅前交通
広場（北）

西
２
条
通（
平
原
通
）

西
３
条
通

南8丁目

広小路

南9丁目

南10丁目

南11丁目

南12丁目

夢の
北広場

オ
ビ
ヒ
ロ
ホ
コ
テ
ン
会
場

帯広駅

審
　
　
　
査

市
に
申
請

交付までの流れ

交
付
決
定
通
知

地
域
商
品
券
交
付

おおむね4～5週間程度
新築日から
10カ月以内

住
宅
の
完
成
・
登
記
・

居
住
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こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
心
身
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
運
動

を
継
続
す
る
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

「
一
人
ひ
と
り
の
体
力
の
向
上
」
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
体
力
や
健
康
を
維

持
・
増
進
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
気
心

の
知
れ
た
「
仲
間
」
と
共
に
、
住
み
慣

れ
た
「
地
域
」
で
、
自
主
的
に
活
動
で

き
る
場
を
つ
く
り
、
長
く
活
動
す
る
こ

と
で
、
結
果
的
に
介
護
予
防
に
つ
な
が

る
と
い
う
考
え
の
も
と
、「
一
人
ひ
と

り
が
仲
間
と
支
え
合
え
る
環
境
づ
く

り
」
を
考
え
た
介
護
予
防
の
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。（
図
１
）

　

高
齢
化
社
会
の
進
行
に
対
応
す
る
た

め
、
今
後
は
、
地
域
の
中
で
自
分
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
支
え
合
う
こ
と
が

重
要
で
す
。「
お
互
い
さ
ま
」
の
気
持

ち
で
助
け
合
う
こ
と
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
元
気
で
過
ご
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

帯
広
市
は
、
地
域
の
中
で
、
世
代
に

関
わ
ら
ず
誰
も
が
交
流
し
、
学
べ
る
機

会
を
持
ち
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、

楽
し
く
元
気
で
い
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

広
が
る
地
域
の
自
主
活
動

　

市
内
に
は
、
身
近
な
場
所
で
ダ
ン
ス

や
卓
球
、
囲
碁
や
手
芸
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
る
人
が
大
勢
い
ま

す
。
ま
た
、
30
を
超
え
る
団
体
が
市
考

案
の
「
オ
ビ
ロ
ビ
」
と
い
う
体
操
を
主

体
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

運
動
だ
け
で
は
な
く
、
趣
味
や
文
化

活
動
を
、
身
近
な
地
域
で
仲
間
と
継
続

し
て
行
う
こ
と
で
、
介
護
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
で
自
主
的
に

活
動
で
き
る
よ
う
、
市
内
各
所
で
介
護

予
防
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

活
動
し
て
み
た
い
け
れ
ど
、
自
信
が

な
い
人
へ
の
「
仲
間
づ
く
り
」
を
促
進

す
る
事
業
（
普
及
啓
発
事
業
）、
地
域

で
活
動
の
場
を
広
げ
た
い
人
へ
の
「
地

域
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
事
業
（
活
動

支
援
事
業
）
を
６
月
１
日
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
実
施
し
ま
す
。（
図
３
）

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
受
講
者
で
終
わ

る
の
で
は
な
く
、
参
加
す
る
こ
と
で
自

主
的
な
活
動
に
発
展
す
る
、
ま
た
、
自

主
的
な
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
、

必
要
な
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
な
ど
の
詳
細
は
、
高
齢
者

福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
こ
れ

か
ら
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

帯
広
市
の
総
人
口
は
年
々
減
少
し
、

支
え
手
と
な
る
生
産
年
齢
人
口
（
15
〜

64
歳
）
が
減
少
す
る
一
方
、
高
齢
者
人

口
（
65
歳
以
上
）
は
増
え
て
い
く
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　

ま
た
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
っ

て
要
介
護
認
定
者
も
増
加
し
、
介
護
保

険
料
の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
予

測
さ
れ
ま
す
。

仲
間
と
地
域
で
広
が
る

介
護
予
防

新
た
な
介
護
予
防
事
業
が
始
ま
り
ま
す

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
こ
れ
か
ら
も
生
き
生
き
と
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、「
地
域
づ
く
り
」
を
考
え

た
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４
５
）

問
い
合
わ
せ

「
仲
間
づ
く
り
」と「
地
域
づ
く
り
」

い
つ
ま
で
も
、
自
分
の
望
む

生
活
が
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
に

自
主
的
な
活
動
を
支
援

図１　これからの介護予防

図２　帯広市の人口の推移（国立社会保障・人口問題研究所による）

介護予防事業の参加

地域での活動の場

活
動
の
場
を

つ
く
る

活
動
の
活
性
化

仲
間
づ
く
り

0

20

40

60

80

100

生産年齢人口（15～64歳）の割合
0～14歳

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18

2015 2025 2035（年）

53.2%57.4%61.4%

38.3%32.6%26.9%

15～64歳 65歳以上
高齢者人口（65歳以上）の割合

人
口
（
万
人
）

人
口
割
合
（
％
）

・同じ趣味の仲間が増えた
・活動に参加するきっかけ
　ができた
・	自分で考えて集まりをつ
　くることができた
・毎日の生活にリズムができた

・地域で助け合う仲間が
　できた
・	誰でも参加できる地域
　の活動場所が増えた
・	健康に関する最新の知
　識が身に付いた
・	町内会や老人クラブの活動が活発に
なった

活動してみたい
けれど、ちょっと
不安な人へ

図３　介護予防事業のイメージ

仲間と支え合う場ができます！

地域の場が活性化します！

・	運動を続けたいけれど、
　１人ではなかなか難しい
・定期的に顔を出せる場所をつくりたい
・楽しく仲間と交流したい
・	閉じこもりがちな家族が、外に出る
機会があれば･･･

　無理のない運動などを
通して、介護予防の取り
組みを実践し、出会った
仲間の交流と、事業終了
後も楽しく活動を継続で
きるように支援します。

　オビロビを中心とした
体操や専門職の講話を通
じて、介護予防の取り組
みを実践し、地域で自分
のできる活動を増やせる
ように支援します。

こんな人にオススメ 普及啓発事業

・とにかくこれからも
　健康でいたい
・いろいろなことを勉強
　したい
・	地域で何か役に立ちたい
・今の活動をより活性化したい

地域で活動の場
を広げたい人へ

こんな人にオススメ 活動支援事業

介
護
予
防
の
考
え
方
は
、
高
齢
者

福
祉
課
や
コ
ミ
セ
ン
・
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
配
置
し
て
い
る
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

介護予防サークルで楽しく体を動かしています

地　域 介護予防事業 地　域
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滞
納
し
て
い
る
と

保険料
40歳～64歳

（第2号被保険者）
28％

保険料
65歳以上

（第1号被保険者）
22％

国の負担金
25％

道の負担金
12.5％

市の
負担金
12.5％

介護保険料
の財源

保険料
段　階 区分の内容 計算内容

（保険料率）年額保険料

第１
段階

本
人
が
住
民
税
非
課
税

世
帯
全
員
が
非
課
税

老齢福祉年金の受給権者または
生活保護受給の人

基準額
×0.45 2万9540円本人の前年の合計所得金額と課

税年金収入額の合計が80万円
以下の人

第２
段階

本人の前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が80万円
を超え120万円以下の人

基準額
×0.68 4万4630円

第３
段階

本人の前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が120万円
を超える人

基準額
×0.75 4万9230円

第４
段階

世
帯
員
い
ず
れ
か
が
課
税

本人の前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が80万円
以下の人

基準額
×0.90 5万9070円

第５
段階

本人の前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が80万円
を超える人

基準額 6万5640円

第６
段階

本
人
が
住
民
税
課
税

本人の前年の合計所得金額が
80万円未満の人

基準額
×1.15 7万5480円

第７
段階

本人の前年の合計所得金額が80万
円以上120万円未満の人

基準額
×1.20 7万8760円

第８
段階

本人の前年の合計所得金額が120
万円以上150万円未満の人

基準額
×1.25 8万2050円

第９
段階

本人の前年の合計所得金額が150
万円以上190万円未満の人

基準額
×1.30 8万5330円

第10
段階

本人の前年の合計所得金額が190
万円以上240万円未満の人

基準額
×1.50 9万8460円

第11
段階

本人の前年の合計所得金額が240
万円以上290万円未満の人

基準額
×1.60 10万5020円

第12
段階

本人の前年の合計所得金額が290
万円以上350万円未満の人

基準額
×1.70 11万1580円

第13
段階

本人の前年の合計所得金額が350
万円以上500万円未満の人

基準額
×1.85 12万1430円

第14
段階

本人の前年の合計所得金額が500
万円以上1000万円未満の人

基準額
×2.00 13万1280円

第15
段階

本人の前年の合計所得金額が
1000万円以上の人

基準額
×2.15 14万1120円

表１　平成27年度～29年度　段階別介護保険料額

図１　介護保険の財源 

図２　特別徴収の期別金額計算方法

図３　普通徴収の期別金額計算方法

サービス費用の全
額を支払った後に、
市役所の窓口で９
割（または８割）分
の払い戻しを受け
ることになります。

滞納している保険料
の額を、給付される
金額から差し引くこ
とがあります。

滞納期間に応じた一定
期間、利用者負担が１割
（または２割）から３割
に引き上げられるほか、
高額介護（予防）サービ
ス費などの支給も受け
られなくなります。

滞納期間に応じた措置

１年以上
滞納すると

１年６カ月以上
滞納すると

２年以上
滞納すると

原則として、介護（予
防）サービスに掛かる
費用の1割（または２
割）負担でサービスを
利用できます。

保険料をきちんと
納めましょう

徴収月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 翌年２月

納　期
徴収月

○	前年度特別徴収の人は、原則としてその
年の2月の徴収額と同額を天引きします。

○	前年度普通徴収の人は、前年度の所得段
階を参考に算出した額を天引きします。

○	確定した当該年度の年間保険料のうち、4
月と6月の年金から天引きで納付した保険
料を差し引いた残りを４等分します。100
円未満の端数は10月に天引きします。

介護保険料決定前 介護保険料決定後

当該年度の年間保険料を10等分した金額を納めます。
100円未満の端数は第１期（６月）で調整します。

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
人
が
納

め
る
介
護
保
険
料
と
、
国
・
道
・
市
の

負
担
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以

上
の
人
が
納
め
る
保
険
料
の
総
額
は
、

制
度
運
営
の
財
源
の
約
22
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

保
険
料
額
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
ま
で
の
間
に
掛
か
る
と
見
込

ま
れ
る
介
護
給
付
費
か
ら
、
国
な
ど
が

負
担
す
る
分
と
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

際
に
支
払
う
自
己
負
担
を
差
し
引
い
た

額
が
保
険
料
総
額
と
な
る
よ
う
に
、
65

歳
以
上
の
人
の
所
得
と
世
帯
の
課
税
状

況
に
応
じ
て
計
算
し
、
決
定
し
て
い
ま

す
。（
表
１
）

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
額
は

６
月
中
旬
に
郵
送
す
る
「
介
護
保
険
料

額
の
お
知
ら
せ
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
が
納
め
る

介
護
保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
か
ら
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
65
歳

以
上
の
人
の
保
険
料
の
納
め
方
に
は
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）

　

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
（
老
齢
・

退
職
・
遺
族
・
障
害
年
金
）
の
受
給
者
は
、

年
６
回
、
年
金
か
ら
あ
ら
か
じ
め
天
引

き
す
る
特
別
徴
収
に
な
り
ま
す
。（
図

２
）

●
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

　

次
の
人
は
年
10
回
、
金
融
機
関
の
窓

口
や
口
座
振
替
で
納
め
ま
す
。（
図
３
）

・
特
別
徴
収
に
該
当
し
な
い
人

・�
４
月
１
日
現
在
で
年
金
受
給
の
な

か
っ
た
人

・�
年
金
担
保
、
年
金
差
し
止
め
、
現
況

届
の
未
提
出
な
ど
で
年
金
が
停
止
さ

れ
て
い
る
人

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
取

扱
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

な
ど
の
窓
口
に
通
帳
、
届
け
出
印
を
お

持
ち
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
納

付
の
手
間
が
省
け
て
、
納
め
忘
れ
も
な

く
な
り
ま
す
。

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
の
振
替
手
続
き

は
、
介
護
保
険
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

納
付
書
で
は
金
融
機
関
の
窓
口
の
ほ

か
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
・
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
で
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

一
時
的
に
納
付
書
で
納
付
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

・�

年
度
途
中
で
65
歳
（
第
１
号
被
保
険

者
）
に
な
っ
た
場
合

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

・�

年
度
途
中
で
年
金
（
老
齢
・
退
職
・

遺
族
・
障
害
年
金
）
の
受
給
が
始

ま
っ
た
場
合

・�

収
入
申
告
の
や
り
直
し
な
ど
で
、
保

険
料
の
所
得
段
階
が
変
更
に
な
っ
た

場
合

・�

年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た
場

合

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

収
入
が
少
な
い
世
帯
の
負
担
が
軽
く

な
る
よ
う
、
市
で
は
保
険
料
を
軽
減
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

軽
減
制
度
に
つ
い
て
は
、
広
報
お
び

ひ
ろ
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
収
入
基

準
な
ど
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
世
帯
が

対
象
で
す
。
申
請
の
受
け
付
け
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
介
護
保
険
課
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
利
用
料
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
掛

か
る
利
用
料
な
ど
を
軽
減
し
た
り
、
高

額
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
払
い
戻
す
な
ど
、

利
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
介
護
保
険
課
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
介
護
保
険
施
設
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

介
護
保
険
料
は
所
得
と
世
帯
の
課
税
状
況
で
計
算
し
ま
す

　
誰
も
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
28
年
度
の
介
護
保
険
料
額
は
６
月
中
旬
に
、
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
介
護
保
険
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
５
０
）

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
料
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
　

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
の

納
め
方

保
険
料
の
軽
減
制
度

利
用
料
な
ど
の
軽
減
制
度

通常は

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期 第9期 第10期
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 翌年1月 翌年2月 翌年3月

介護保険料決定
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24

・
２
４
３
４
）

◆
岩
内
自
然
の
村
散
策
会
～
花
と
野
草

に
親
し
む
～

　

岩
内
自
然
の
村
周
辺
を
野
草
園
運
営

委
員
の
案
内
で
散
策
し
、
春
の
花
や
野

草
を
観
察
す
る
。
野
草
の
試
食
あ
り
。

百
年
記
念
館
集
合
、
解
散
。

対
市
内
在
住
者

日
６
月
３
日
㈮
、
９
時
～
15
時

定
先
着
30
人

申
５
月
24
日
㈫
～
６
月
２
日
㈭
ま
で

に
、
児
童
会
館
へ
。

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
６
月
４
日
㈯
、
10
時
～
12
時

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
６
月
11
日
㈯
、
10
時
～
12
時

◆
き
ら
き
ら
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
６
月
18
日
㈯
、
14
時
～
15
時

◆
親
子
科
学
実
験
教
室

　

重
曹
と
ク
エ
ン
酸
を
使
い
、
発
泡
入

浴
剤
を
作
る
。

対
小
学
３
～
６
年
生
と
保
護
者

日
６
月
19
日
㈰
、
①
13
時
30
分
～
14
時

30
分
、
②
14
時
40
分
～
15
時
40
分

◆
星
の
観
察
会
「
土
星
を
見
よ
う
」

　

星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
順

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
６
月
24
日
㈮
、
19
時
～
20
時
30
分

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室
「
フ
ク
ロ
ウ
の

か
ん
笛
」

　

空
き
缶
に
ス
ト
ロ
ー
を
固
定
し
て
笛

を
作
り
、フ
ク
ロ
ウ
の
形
に
仕
上
げ
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
６
月
25
日
㈯
、９
時
30
分
～
11
時
30
分

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・

４
７
０
０
）

◆
食
育
関
連
資
料
の
展
示

　
「
食
」
に
関
す
る
各
種
資
料
の
展
示
。

日
６
月
２
日
㈭
～
29
日
㈬
、
10
時
～
20

時◆
図
書
交
換
会

　

持
参
し
た
図
書
の
冊
数
だ
け
別
の
図

書
と
交
換
。

　

文
庫
本
は
文
庫
本
同
士
、
そ
の
他
の

本
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
交
換
可
能
。

対
文
庫
本
や
単
行
本
、
児
童
書
、
絵
本
、

コ
ミ
ッ
ク
、
美
術
書
で
保
存
状
態
が
良

好
な
も
の

対
象
外
雑
誌
や
教
習
テ
キ
ス
ト
、
教
科

書
、
参
考
書
、
ゲ
ー
ム
攻
略
本
、
自
費

出
版
本
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
カ
バ
ー
の

無
い
本
、
汚
れ
や
破
れ
が
あ
る
本
な
ど

日
６
月
５
日
㈰
、
10
時
～
15
時

◆
食
☆
お
は
な
し
会

　

食
育
月
間
に
併
せ
て
、
食
に
関
す
る

絵
本
な
ど
の
お
は
な
し
会
を
開
催
。

日
６
月
18
日
㈯
、
14
時
～
14
時
30
分

◆
こ
ど
も
映
画
会
＆
食
☆
映
画
会

　

食
育
月
間
に
併
せ
て
、
映
画
会
を
開

催
。
絵
本
作
品
が
映
画
化
さ
れ
た
「
お

ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」
を
上
映
。

日
６
月
19
日
㈰
、
14
時
～
15
時
35
分

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
を
巡
る
散
策
ツ
ア
ー

　

帯
広
の
森
全
エ
リ
ア
を
散
策
。
森
の

歴
史
を
感
じ
、
森
づ
く
り
活
動
団
体
に

よ
る
森
の
利
活
用
な
ど
を
見
学
す
る
。

市
庁
舎
集
合
、
解
散
。

日
６
月
４
日
㈯
、
９
時
～
14
時
30
分

場
帯
広
の
森
一
帯

定
先
着
20
人
（
初
参
加
者
優
先
）

申
・
問
６
月
２
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で

み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・

４
１
８
６
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
36
回
八
千
代
牧
場
ま
つ
り

　

地
場
農
畜
産
物
を
味
わ
い
、
地
域
の

生
産
者
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
。

　

恒
例
の
牛
肉
の
網
焼
き
配
布
や
牧
草

ロ
ー
ル
転
が
し
体
験
、
ピ
ザ
作
り
教
室

な
ど
イ
ベ
ン
ト
多
数
。
第
49
回
帯
広
家

畜
共
進
会
も
同
時
開
催
。

牧場で自然を満喫しよう

日
６
月
19
日
㈰
、
10
時
～
14
時
30
分

場
八
千
代
公
共
育
成
牧
場
（
八
千
代
町

西
４
線
１
８
７
）

問
農
政
課
（
川
西
町
基
線
61
、
☎
59
・

２
３
２
３
）

　

出
展
者
自
慢
の
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ

ッ
ト
や
コ
ン
テ
ナ
な
ど
、
花
の
寄
せ
植

え
作
品
を
展
示
。

日
６
月
11
日
㈯
～
19
日
㈰（
初
日
は
13

時
か
ら
、最
終
日
は
14
時
ま
で
）

場
南
公
園
（
西
４
南
13
、
と
か
ち
プ
ラ

ザ
南
側
）

問
み
ど
り
の
課
（
〒

080
・

8670
西
５
条
南

７
丁
目
１
、
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４

１
８
６
、
Ｆ
23
・
０
１
５
９
）

◆
あ
な
た
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
！

　

花
の
寄
せ
植
え
作
品
の
出
展
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

申
６
月
３
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
書
を
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
み
ど
り
の
課
へ
。

申
込
書
は
総
合
案
内
（
市
庁
舎
１
階
）、

各
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で
配
布
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
・
申
・
問
５
月
25
日
㈬
～
各
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
、
帯
広
の
森
・
は
ぐ
く

ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・
６
２

０
０
）
へ
。

◆
四
季
の
森
め
ぐ
り
～
初
夏
～

　

初
夏
の
草
花
や
鳥
、小
動
物
を
観
察
。

散
策
の
後
は
お
茶
会
を
開
催
。

日
６
月
19
日
㈰
、
10
時
～
12
時

定
先
着
30
人

費
１
０
０
円

◆
森
の
生
き
物
講
座
（
昆
虫
編
）

　

昆
虫
の
観
察
手
法
、
標
本
の
作
成
方

法
な
ど
を
学
ぶ
。

日
６
月
25
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
先
着
10
人

◆
ガ
イ
ド
養
成
講
座（
野
や
ま
の
危
険
）

　

野
外
で
起
き
る
危
険
へ
の
対
処
法
な

ど
、
森
で
安
全
に
活
動
す
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
学
ぶ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

花
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
か
ち

２
０
１
６

市役所代表
（☎ 24・4111、F 23・0151）
市役所本庁舎業務時間

（月〜金曜日 8時45分〜17時30分）
帯広市ホームページ
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載の
ないものは、参加無料ですので当
日会場へ直接お越しください。
　詳しい内容は、担当課へ問い合
わせください。（施設ごとに業務
時間が異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中 、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載のない申し込みは、申込期限必着
で1人（組）1通。直接窓口で申し込む場
合は、返信用のはがきをお持ちください。

帯広市からの

お知らせ
6月

I n f o rm a t i o n

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み
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日
６
月
25
日
㈯
、
13
時
～
15
時

定
先
着
10
人

◆
森
の
寺
子
屋
～
草
の
巻
～

　

外
来
植
物
の
抜
き
取
り
や
染
め
物
、

道
づ
く
り
な
ど
に
挑
戦
す
る
。

対
小
学
１
～
６
年
生

日
７
月
３
日
㈰
、
10
時
～
15
時

定
先
着
15
人

費
３
０
０
円

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

夕
張
メ
ロ
ン
ま
つ
り

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

夕
張
市
の
メ
ロ
ン
ま
つ
り
に
参
加
し

て
、
模
擬
競
り
市
な
ど
を
楽
し
む
。
市

庁
舎
集
合
、
解
散
。

対
市
内
在
住
者

日
６
月
26
日
㈰
、
８
時
～
17
時

場
夕
張
友ゆ
う

酉ゆ
う

市
場

定
抽
選
30
人

費
２
０
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

申
・
問
６
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に｢

申
込
時
の
記
載

事
項｣

（
12
頁
）
を
書
い
て
、観
光
課
（
〒

080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
、
☎
65
・

４
１
６
９
）
へ
。
１
通
で
５
人
ま
で
応

募
可
能
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

お
び
Ｚズ

ー
Ｏ
Ｏ
ト
ー
ク
カ
フ
ェ

　

飲
み
物
を
片
手
に
飼
育
員
の
話
を
聞

く
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
。
テ
ー
マ
は
「
お
び

Ｚ
ｏ
ｏ
の
獣
医
日
記
Ｐパ

ー

ト

ａ
ｒ
ｔ
２
」。

日
６
月
19
日
㈰
、13
時
30
分
～
14
時
30
分

定
先
着
30
人

場
・
申
・
問
６
月
１
日
㈬
～
18
日
㈯
ま

で
に
、
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

２
４
３
７
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展

　

男
女
共
同
参
画
の
目
的
や
取
り
組
み

な
ど
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
、「
女（
ひ
と
）

と
男
（
ひ
と
）
の
一
行
詩
」
の
入
賞
作

品
な
ど
を
展
示
。

　

今
年
度
の
「
女
と
男
の
一
行
詩
」
の

応
募
も
受
け
付
け
る
。

日
６
月
23
日
㈭
～
29
日
㈬
、
８
時
45
分

～
19
時
（
初
日
は
10
時
か
ら
、25
日
㈯
、

26
日
㈰
は
10
時
～
17
時
、
最
終
日
は
16

時
ま
で
）

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

問
男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
市
庁
舎
３

階
、
☎
65
・
４
１
３
４
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

第
３
３
４
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
マ
ン
ド
リ
ン
の
し
ら
べ
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
オ
カ
リ
ナ
」

　

十
勝
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に

よ
る
、
マ
ン
ド
リ
ン
と
オ
カ
リ
ナ
の
演

奏
会
。

日
６
月
25
日
㈯
、
18
時
～
19
時
15
分

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

教
科
書
展
示
会

　

市
内
の
小
中
学
校
で
使
わ
れ
て
い
る

教
科
書
な
ど
を
展
示
。
会
場
で
展
示
物

が
一
部
異
な
る
。

日
・
場
▽
６
月
17
日
㈮
～
30
日
㈭
、
８

時
45
分
～
17
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
は

10
時
～
17
時
）、
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁

舎
１
階
）
▽
６
月
17
日
㈮
～
７
月
６
日

㈬
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、
13
時
～

17
時
、教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
西
８
南
５
、

帯
広
小
学
校
内
）

問
学
校
教
育
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
２
０
３
）

講
座
・
教
室

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ
な
ど
の

加
工
体
験
教
室

　

地
場
産
の
牛
乳
や
肉
を
使
っ
た
加
工

体
験
。

定
先
着
❶
❷
各
10
人
、
❸
20
人

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電

話
で
畜
産
物
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
（
八

千
代
町
西
４
線
、☎
60
・
２
５
１
４
）へ
。

❶
チ
ー
ズ
教
室
（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

日
①
６
月
４
日
㈯
、
②
18
日
㈯
、
い
ず

れ
も
10
時
～
16
時

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
①
６
月
２
日
㈭
、
②
16
日
㈭

❷
ソ
ー
セ
ー
ジ
教
室
（
プ
レ
ー
ン
ほ
か

全
３
種
、
計
約
７
０
０
グ
ラ
ム
）

日
６
月
12
日
㈰
、
10
時
～
14
時

費
２
２
０
０
円

申
込
期
限
６
月
９
日
㈭

❸
ソ
ー
セ
ー
ジ
教
室
（
約
２
５
０
グ
ラ

ム
）

日
６
月
26
日
㈰
、
10
時
～
14
時

費
１
０
０
０
円

申
込
期
限
６
月
23
日
㈭

場
・
問
百
年
記
念
館
（
〒

080
・

0846
緑
ケ

丘
２
、
☎
24
・
５
３
５
２
）

◆
親
子
陶
芸
教
室

対
十
勝
管
内
在
住
の
４
歳
～
中
学
生
と

保
護
者

日
７
月
２
日
㈯
、
10
日
㈰
、
16
日
㈯
、

い
ず
れ
か
１
日
、
10
時
～
12
時

定
各
日
抽
選
20
組
40
人

費
親
子
２
人
で
１
２
０
０
円
、
３
人
で

１
５
０
０
円

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

申
６
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
12
頁
）
を
書
い
て
、百
年
記
念
館
へ
。

◆
博
物
館
講
座
「
レ
コ
ー
ド
と
音
の
文

化
史
25
・
26
」

　

山
内
秋
夫
氏
（
帯
広
狂
言
づ
く
し
の

会
代
表
）
を
講
師
に
、
懐
か
し
い
音
楽

を
聞
き
な
が
ら
当
時
の
世
相
を
紹
介
。

日
第
25
回
６
月
４
日
㈯
、
第
26
回
６
月

11
日
㈯
、
い
ず
れ
も
14
時
～
16
時

◆
博
物
館
講
座
「
十
勝
地
方
の
ア
イ
ヌ

語
に
つ
い
て
」

　

高
橋
靖や
す

以し
げ

氏
（
北
海
道
大
学
ア
イ

ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
）
を
講
師

に
、十
勝
の
ア
イ
ヌ
語
の
特
徴
を
学
ぶ
。

日
６
月
18
日
㈯
、
14
時
～
16
時

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

講
演
会
「
糖
尿
病
と
歯
周
病
に

つ
い
て
」

　

西
田
亙
わ
た
る
氏
（
愛
媛
県
松
山
市
糖
尿
病

内
科
医
師
）
が
、
糖
尿
病
専
門
医
の
立

場
か
ら
、口
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と（
健

口
）
が
全
身
の
健
康
に
つ
な
が
る
こ
と

を
講
演
す
る
。

日
６
月
18
日
㈯
、
15
時
～
16
時

場
十
勝
歯
科
医
師
会
館
（
東
７
南
９
）

問
十
勝
歯
科
医
師
会
（
東
７
南
９
、
☎

25
・
２
１
７
２
）

担
当
課
健
康
推
進
課（
東
８
南
13
、保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、☎
25
・
９
７
２
１
）

　

徳
江
孝
一
氏
（
北
海
道
金
融
広
報
委

員
会
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
を
講

師
に
、
相
続
税
法
な
ど
を
学
ぶ
。

日
６
月
24
日
㈮
、
10
時
～
11
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
１
５
０
人

申
・
問
６
月
23
日
㈭
ま
で
に
、
安
心
安

全
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４

１
３
２
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

消
費
者
講
座
３
回
目「
知
っ
て
お
き
た
い
！

相
続
・
贈
与
・
成
年
後
見
の
基
礎
知
識
」

　農家の皆さんが自分の畑で採れた新鮮な農産物を
持ち寄り、直接販売。売り切れ次第終了。買い物袋
を持参してください。

◆とかち大平原交流センタ―「夕市」
日６月９日～10月27日の毎週木曜日、
16時～（10月は15時～）
場・問とかち大平原交流センター
（川西町基線61、☎53・4780）

◆帯広の森市民農園サラダ館「おはよう朝市」
日６月19日～10月30日の毎週日曜日、７時～７時
30分（10月は８時～８時30分）
場・問帯 広 の
森 市 民 農 園 サ
ラダ館（西22
南６、☎36・
8095）

　庭木の剪定などで、市内の各家庭から出る枝を無
料で受け入れます。持ち込まれた枝は、大型破砕機
でチップ化した後、家畜の敷料や堆肥として利用す
るなど、木質バイオマス資源として有効活用しま
す。希望者は破砕後のチップを一部持ち帰ることが
可能です。

対市内在住者で、乗用
車や軽トラックなどで
枝を持ち込むことが可
能 な 人 （ 事 業 者 に よ
る持ち込みはできませ
ん）
日７月２日（土）、10 時
～ 15 時、小雨決行、荒
天時は３日（日）に順延
場帯広の森（西22南
５）
問みどりの課（市庁舎
６階、☎65・4186）

●森の里小

受入
場所

南５線

南４線

西22南5

春駒通春駒通

●南商業高校●南商業高校

中
島
通（アルバータ通

）

中
島
通（アルバータ通

）

市民農園
サラダ館●

新鮮野菜が買える朝市・夕市

市内の各家庭から出る剪
せん

定
てい

枝を
無料で受け入れ

新鮮な野菜が並びます

楽しくておいしい手作りソーセージ
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愛
と
幸
福
の
都
市
交
流
を
し
て
い
る

香
川
県
高
松
市
か
ら
講
師
を
招
き
、
本

場
の
さ
ぬ
き
う
ど
ん
作
り
を
体
験
す
る
。

対
小
学
生
と
保
護
者

日
７
月
２
日
㈯
、
①
10
時
～
12
時
、
②

14
時
～ 

16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
各
抽
選
12
組

申
・
問
６
月
１
日
㈬
～
20
日
㈪
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載

事
項
」（
12
頁
）
を
書
い
て
、観
光
課
（
〒

080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
、
市
庁
舎

７
階
、
☎
65
・
４
１
６
９
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

環
境
学
習
会

　

と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク
を
巡
り
、

火
山
活
動
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
独
特

の
地
形
や
生
態
系
な
ど
を
学
ぶ
。
市
庁

舎
集
合
、
解
散
。

日
６
月
26
日
㈰
、
９
時
～
16
時
30
分

定
先
着
30
人

費
１
０
０
円

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

親
子
で
う
ど
ん
作
り
体
験
教
室

申
・
問
６
月
１
日
㈬
～
20
日
㈪
ま
で

に
、
電
話
で
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁

舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
３
５
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座

　

簡
単
な
運
動
で
心
地
よ
く
汗
を
か

き
、
心
も
体
も
す
っ
き
り
さ
せ
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話
で

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
、☎
25
・
９
７
２
１
）
へ
。

◆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
編

　

と
て
っ
ぽ
通
で
正
し
い
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
学
び
な
が
ら
実
践
す
る
。
図
書
館

（
西
２
南
14
）
集
合
。

日
６
月
７
日
㈫
、
10
時
～
12
時

定
先
着
40
人

申
込
期
限
６
月
３
日
㈮

◆
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
編

　

泳
ぎ
が
苦
手
な
人
で
も
で
き
る
水
中

運
動
を
行
う
。

日
６
月
23
日
㈭
、
19
時
～
19
時
40
分

場
光
南
小
学
校
プ
ー
ル
（
東
５
南
20
）

定
先
着
20
人

申
込
期
限
６
月
21
日
㈫

　

幼
児
期
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
予

防
と
手
当
て
の
実
施
、
か
か
り
や
す
い

病
気
の
知
識
と
看
病
の
仕
方
を
学
ぶ
。

対
15
歳
以
上

日
７
月
２
日
㈯
、３
日
㈰
、全
２
回
、９

時
～
17
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
20
人

費
１
８
０
０
円

申
・
問
６
月
２
日
㈭
～
７
月
１
日
㈮
ま

で
に
、
直
接
社
会
課
（
市
庁
舎
２
階
、

☎
65
・
４
１
４
６
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

資
格
継
続
研
修
会

　

申
込
時
に
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
認

定
証
を
持
参
。

対
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
の
資
格
を
取

得
し
て
か
ら
２
年
以
上
経
過
し
、
資
格

有
効
期
限
を
迎
え
て
い
な
い
人

日
７
月
５
日
㈫
、
18
時
～
22
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
30
人

費
１
０
０
０
円

申
・
問
６
月
３
日
㈮
～
７
月
４
日
㈪

に
、
直
接
社
会
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
６
）
へ
。

　

園
内
に
設
置
さ
れ
た
ヒ
ン
ト
を
も
と

に
、
親
子
で
答
え
を
探
る
ウ
オ
ー
ク
ラ

リ
ー
ク
イ
ズ
。

対
５
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

日
①
７
月
９
日
㈯
、
②
30
日
㈯
、
い
ず

れ
も
13
時
～
15
時

定
各
日
抽
選
10
組

場
・
申
・
問
６
月
９
日
㈭
～
23
日
㈭
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記

載
事
項
」（
12
頁
）
を
書
い
て
、
動
物

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

赤
十
字
幼
児
安
全
法
支
援
員

養
成
講
習
会

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

親
子
で
挑
戦
！

動
物
園
の
ミ
ス
テ
リ
ー
ク
イ
ズ

園
（
〒

080
・

0846
緑
ケ
丘
２
番
地
、
☎

24
・
２
４
３
７
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

市
民
大
学
講
座

対
15
歳
以
上

場
特
に
記
載
の
な
い
場
合
は
、
と
か
ち

プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
・
問
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
生

涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４

１
９
２
）
へ
。

◆
第
４
集
「
帯
広
・
十
勝
の
植
物
（
春

編
）
～
野
草
園
を
巡
る
～
」

　

野
草
園
を
巡
り
な
が
ら
、
帯
広
・
十

勝
の
春
の
植
物
を
学
ぶ
。
百
年
記
念
館

集
合
、
解
散
。

日
６
月
１
日
㈬
、
10
時
～
12
時

定
先
着
30
人

◆
第
５
集
「
国
と
帯
広
の
財
政
状
況
～

現
状
か
ら
今
後
を
考
え
る
～
」

　

国
と
帯
広
の
財
政
状
況
を
学
び
、
地

域
の
現
状
や
課
題
を
理
解
し
、
今
後
を

考
え
る
。

日
６
月
７
日
㈫
、
19
時
～
20
時
30
分

定
先
着
50
人

◆
第
６
集
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
今
こ
そ
考
え
る

十
勝
の
“
価
値
”
～
ま
す
や
パ
ン
の
地

産
地
消
の
取
り
組
み
や
食
育
活
動
な
ど

を
通
じ
て
～
」

　

杉
山
雅
則
氏
（
満
寿
屋
商
店
代
表
取

締
役
社
長
）
を
講
師
に
、
ま
す
や
パ
ン

の
地
産
地
消
の
取
り
組
み
や
食
育
活
動

を
通
じ
て
、
こ
の
地
の
強
み
や
特
性
、

魅
力
な
ど
、
十
勝
の
〝
価
値
〟
を
考
え

る
。
未
就
学
児
の
託
児
希
望
者
は
、
６

月
３
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
６
月
10
日
㈮
、
18
時
30
分
～
20
時

定
先
着
50
人

◆
第
７
集
「
知
っ
て
得
す
る
大
人
の
マ

ナ
ー
講
座
～
魅
力
的
な
大
人
で
あ
る
た

め
に
～
」

　

工
藤
美
佐
氏
（
マ
ナ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｓス

ｍマ

イ

ル

ｉ
ｌ
ｅ　

Ｓシ

ー

ズ

ｅ
ｅ
ｄ
ｓ
代
表
）
を
講

師
に
、
冠
婚
葬
祭
、
食
事
、
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
生
か
せ
る
マ

ナ
ー
を
学
ぶ
。
未
就
学
児
の
託
児
希
望

者
は
、６
月
９
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
６
月
16
日
㈭
、
23
日
㈭
、
30
日
㈭
、

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

第44回十勝川イカダ下り　手ぶらで楽しめる貸しイカダも有り（2～4人用、先着40人）。日7月3日（日）、9時～　場十勝鈴蘭大橋音更町側　費1人
当たり1500円（貸しイカダは1人当たり3500円）　申・問6月24日（金）までに、電話で十勝イカダ下り実行委員会事務局（☎090・5950・5030）へ。

全
３
回
、
19
時
～
20
時
30
分

定
先
着
50
人

費
５
０
０
円

◆
第
８
集
「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
幸
せ
家
族
～
イ
ラ
イ
ラ
せ
ず
笑
顔
で

毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
～
」

　

長
縄
史
子
氏
（
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
協
会
認
定
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
）
を
講
師
に
、
夫

婦
や
親
子
間
で
よ
り
良
い
関
係
を
築
く

た
め
、
家
族
で
取
り
組
め
る
上
手
に
感

情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
を
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
方
式
で
学
ぶ
。
未
就
学
児

の
託
児
希
望
者
は
、
６
月
10
日
㈮
ま
で

に
申
し
込
み
。

日
６
月
17
日
㈮
、
30
日
㈭
、
７
月
13
日

㈬
、
全
３
回
、
10
時
30
分
～
12
時

定
先
着
50
人

費
５
０
０
円

◆
第
９
集
「
働
く
女
性
か
ら
見
た
『
男

女
共
同
参
画
』」

　

阿
部
好
恵
氏
（
帯
広
大
谷
短
期
大
学

准
教
授
）
を
講
師
に
、
働
く
女
性
の
視

点
か
ら
見
た
、
男
女
共
同
参
画
に
お
け

　楽しく分かりやすいパソコン7月講座。各講座、全5回。
対18 歳以上
日７月１日～ 21 日の各曜日、 ▽ 午前の部 10 時～ 12 時

▽ 午後の部 13 時 30 分～ 15 時 30 分 ▽ 夜間の部 18 時 30
分～ 20 時 30 分

定各先着 20 人
費４０００円（テキ
スト代別途）
場・申・問６月２日

（木）～ 22 日（水）ま
でに、直接とかちプ
ラザ（西４南 13、☎
22・7890）へ。

講　座　名 日　程

パソコンとデジカメ 毎
週
火
・
木

午前

ワード＆エクセル活用① 午後

ワード＆エクセル＆パワーポイント活用① 夜間

エクセル入門 毎
週
水
・
金

午前

もっと楽しむデジカメ＆パソコン 午後

資格を取得するエクセル① 夜間

パソコン講座の様子

プラザ・エンジョイスクール
パソコン講座

　3 回の講座で、おいしいパンとケーキの作
り方を学びます。
日６月 24 日、７月 22 日、８月 19 日の金曜日、
全３回、10 時～ 12 時 30 分
定先着 20 人
費６４８０円
場・申・問6 月 17 日（金）
までに、往復はがきに

「申込時の記載事項」（12
頁）を書いて、帯広の森
市民農園サラダ館（〒
080・2472 西 22 条南６
丁目６、☎ 36・8095）へ。

パンとケーキ作り教室



◆15 ◆ 広報おびひろ 平成28年６月号問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

第24回「十勝・マイナー校」　福井豊氏（北海道シープ・ブリーディング・サービス）が、世界の人口・食料・環境・エネルギーの現状や将来に関する講
演を行います。日6月19日（日）、15時～16時　場とかちプラザ（西4南13）　問北海道シープ・ブリーディング・サービス代表福井（☎42・5195）

る
社
会
的
な
課
題
や
展
望
を
学
ぶ
。
未

就
学
児
の
託
児
希
望
者
は
、
６
月
16
日

㈭
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
６
月
24
日
㈮
、
10
時
30
分
～
12
時

定
先
着
50
人健

康
・
福
祉

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

歯
科
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

　

口
腔
内
の
健
康
診
断
を
、
年
１
回
無

料
で
受
診
で
き
る
。健
診
内
容
は
問
診
、

歯
列
や
顎が
く

関
節
の
状
態
確
認
、
口
腔
粘

膜
、
歯
周
病
、
唾
液
検
査
ほ
か
。
受
診

時
は
必
ず
健
康
保
険
証
を
持
参
。

対
20
歳
以
上
の
帯
広
市
国
民
健
康
保
険

加
入
者
、
市
内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
加
入
者

日
６
月
１
日
㈬
～
翌
年
３
月
31
日
㈮

場
・
申
電
話
で
市
内
の
十
勝
歯
科
医
師

会
会
員
の
歯
科
医
院（
約
１
０
０
カ
所
）

へ
。

問
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４

１
３
８
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
・
問
特
に
記
載
が
な
い
も
の
は
子
育

て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
２
）

◆
む
し
歯
予
防
デ
ー

　

６
月
４
日
～
10
日
の
「
歯
と
口
の
健

康
週
間
」
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
。
歯

の
健
診
や
歯
み
が
き
指
導
、
口
腔
が
ん

検
診
、
フ
ッ
化
物
洗
口
の
体
験
な
ど
。

日
６
月
４
日
㈯
、
13
時
～
15
時
30
分
、

受
け
付
け
は
15
時
ま
で

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　

対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
12
時
20
分
～
13
時
15
分

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
、
希
望
者

に
は
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
平
成
27
年
12
月
生
ま
れ

日
６
月
９
日
㈭
、
14
日
㈫
、
22
日
㈬

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
26
年
11
月
生
ま
れ

日
６
月
８
日
㈬
、
16
日
㈭
、
23
日
㈭

歯の健診も行います

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
25
年
５
月
生
ま
れ

日
６
月
２
日
㈭
、
21
日
㈫
、
30
日
㈭

◆
ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

妊
娠
中
の
栄
養
の
お
話
、
赤
ち
ゃ
ん

を
お
風
呂
に
入
れ
る
練
習
、
パ
パ
の
妊

婦
体
験
な
ど
、
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
11
月
に
初
出
産
予
定
の
夫
婦

日
７
月
10
日
㈰
、
13
時
～
15
時
30
分

申
６
月
13
日
㈪
～
７
月
６
日
㈬
ま
で

に
、
電
話
で
子
育
て
支
援
課
へ
。

◆
パ
パ
マ
マ
お
し
ゃ
べ
り
広
場
～
子
育

て
サ
ー
ク
ル
体
験
会
～

　

市
に
登
録
し
て
い
る
子
育
て
サ
ー
ク

ル
が
、
子
育
て
の
仲
間
を
作
り
た
い
人

や
サ
ー
ク
ル
に
入
り
た
い
人
を
対
象

に
、
合
同
で
体
験
会
を
開
催
。

対
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

日
６
月
17
日
㈮
、
10
時
～
11
時
30
分

定
先
着
50
組

申
５
月
26
日
㈭
～
６
月
10
日
㈮
ま
で

に
、
子
育
て
支
援
課
（
☎
25
・
９
７
０

０
）
へ
。

　

認
知
症
の
正
し
い
知
識
と
、
認
知
症

を
取
り
巻
く
環
境
の
理
解
を
深
め
る
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
１
部
は
大
江
平
氏（
大
江
病
院
院
長
）

に
よ
る
「
認
知
症
の
合
図
～
物
忘
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
。
第
２
部
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
「
妻
の
病
」
を
上
映
。

日
７
月
２
日
㈯
、
第
１
部
13
時
30
分
～

14
時
20
分
、
第
２
部
14
時
30
分
～
16
時

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

定
先
着
５
０
０
人

申
・
問
７
月
１
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
高
齢
者
福
祉
課
（
市

庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４
５
、
Ｆ

23
・
０
１
５
４
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

場
・
申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
０
１
、
Ｆ
25
・

９
７
０
３
）
へ
。

◆
手
話
体
験
講
座

　

簡
単
な
あ
い
さ
つ
な
ど
の
手
話
を
学

ぶ
。

対
市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
人
と
そ
の

家
族

日
６
月
14
日
㈫
、
10
時
～
12
時

定
先
着
20
人
程
度

申
込
期
間
６
月
１
日
㈬
～
９
日
㈭

◆
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
ミ
ニ
講
座

　

小
銭
入
れ
を
作
る
。
手
話
・
要
約
筆

記
通
訳
の
希
望
者
は
早
め
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
人

日
７
月
13
日
㈬
、
10
時
～
12
時

定
先
着
12
人

費
５
０
０
円

申
込
期
間
６
月
17
日
㈮
～
７
月
１
日
㈮

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

障
が
い
者
乗
馬
体
験

　

乗
馬
を
通
じ
て
、
運
動
に
よ
る
健
康

の
増
進
や
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
。

対
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
施
設
を
利

用
し
て
い
る
身
体
障
害
、
知
的
・
精
神

障
害
、
発
達
障
害
の
あ
る
人
。

　

体
験
者
１
人
に
引
率
者
１
人
同
伴

日
①
６
月
24
日
㈮
、
②
７
月
13
日
㈬
、

い
ず
れ
も
10
時
30
分
～
12
時
、
③
７
月

23
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
①
②
５
人
程
度
、
③
10
人
程
度

費
２
０
０
円

場
・
申
・
問
①
５
月
30
日
㈪
～
６
月
10

日
㈮
、
②
６
月
20
日
㈪
～
７
月
１
日

㈮
、
③
６
月
27
日
㈪
～
７
月
８
日
㈮
ま

で
に
、
申
込
用
紙
を
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
帯
広
畜
産
大
学
（
〒

080
・

8555
稲

田
町
西
２
線
11
、
☎
49
・
５
７
７
６
、

Ｆ
49
・
５
２
８
９
）
へ
。
申
込
用
紙

は
、
畜
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す

る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当
課
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
25
・
９
７
０
１
）

馬のぬくもりを感じよう

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

平
成
28
年
度
児
童
手
当
現
況
届

　

児
童
手
当
の
受
給
者
に
は
、
児
童
手

当
法
で
現
況
届
の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
６
月
１
日
現
在
の
養
育

状
況
の
申
告
に
よ
り
、
手
当
を
引
き
続

き
受
け
る
た
め
の
要
件
を
確
認
し
ま
す
。

　

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
は
、
現
況

届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
人
に
は
、

６
月
中
旬
に
郵
送
す
る
の
で
、
期
日
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
公
務
員
は

勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な
る
た
め
、
市

か
ら
の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
６
月
30
日
㈭

提
出
先
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
こ
ど
も

課
、ま
た
は
川
西
支
所
、大
正
支
所
へ
。

問
こ
ど
も
課
（
〒

080
・

8670
西
５
条
南
７

丁
目
１
、
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１

６
０
）

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

親
子
テ
ニ
ス
教
室

　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
硬
式
テ
ニ
ス

の
基
本
を
習
得
す
る
。

対
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

日
７
月
５
日
～
21
日
の
火
・
木
曜
日
、

全
６
回
、
16
時
30
分
～
18
時

場
自
由
が
丘
公
園
庭
球
場
（
自
由
が
丘

４
）

定
抽
選
15
組

費
４
０
０
０
円

申
・
問
６
月
24
日
㈮
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
12

頁
）
を
書
い
て
、帯
広
の
森
野
球
場
（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
、
帯
広
の

森
運
動
公
園
内
、☎
48
・
８
３
３
８
）へ
。親子で始めましょう

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
12
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

プ
ー
ル
（
〒

080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番

地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
47
・

３
６
３
０
）
へ
。

◆
め
だ
か
水
泳
教
室
（
２
回
目
）

　

水
慣
れ
か
ら
水
泳
の
基
礎
を
学
ぶ
。

対
市
内
在
住
の
小
学
生
の
初
心
者

日
６
月
24
日
～
７
月
22
日
の
水
・
金
曜

日
、
全
８
回
、
▽
Ａ
コ
ー
ス
16
時
～
16

時
50
分
▽
Ｂ
コ
ー
ス
17
時
～
17
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
60
人

費
各
コ
ー
ス
４
０
０
０
円

申
込
期
限
６
月
13
日
㈪

◆
お
や
こ
サ
マ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
（
夏
休

み
） 

　

３
日
間
連
続
の
短
期
集
中
コ
ー
ス
。

お
子
さ
ん
の
カ
メ
ラ
撮
影
が
可
能
。

対
市
内
在
住
の
２
～
４
歳
児
と
保
護
者

日
７
月
14
日
㈭
～
16
日
㈯
の
３
日
間
、

９
時
～
９
時
50
分

定
抽
選
25
組

費
２
０
０
０
円

申
込
期
限
６
月
24
日
㈮

◆
幼
児
サ
マ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
（
集
中
） 

対
市
内
在
住
の
年
中
・
年
長
児
に
当
た

る
幼
児

日
Ａ
コ
ー
ス
７
月
23
日
㈯
～
28
日
㈭
、

Ｂ
コ
ー
ス
８
月
１
日
㈪
～
６
日
㈯
、
各

コ
ー
ス
全
６
回
、
９
時
～
９
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
40
人

費
各
コ
ー
ス
３
０
０
０
円

申
込
期
限
Ａ
コ
ー
ス
７
月
８
日
㈮
、
Ｂ 

コ
ー
ス
７
月
15
日
㈮

◆
Ｊ
ｒ
．サ
マ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
（
集
中
）

対
市
内
在
住
の
小
学
１
～
３
年
生
の
初

心
者

日
Ａ
コ
ー
ス
７
月
23
日
㈯
～
28
日
㈭
、

Ｂ
コ
ー
ス
８
月
１
日
㈪
～
６
日
㈯
、
各

コ
ー
ス
全
６
回
、９
時
～
９
時
50
分（
７

月
25
日
㈪
の
み
17
時
～
17
時
50
分
）

定
各
コ
ー
ス
抽
選
60
人

費
各
コ
ー
ス
３
０
０
０
円

申
込
期
限
Ａ
コ
ー
ス
７
月
８
日
㈮
、
Ｂ 

コ
ー
ス
７
月
15
日
㈮
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申
・
問
７
月
20
日
㈬
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記

載
事
項
」（
12
頁
）
を
書
い
て
、
総
合

体
育
館（
〒

080
・

0030
大
通
北
１
丁
目
１
、

☎
22
・
７
８
２
８
）
へ
。

◆
ジ
ュ
ニ
ア
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

　

簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
を
習
い
、
初
歩
の

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
ダ
ン
ス
を
踊
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

対
市
内
在
住
の
小
学
２
～
６
年
生

日
８
月
２
日
㈫
～
５
日
㈮
、11
時
～
12
時

場
総
合
体
育
館
（
大
通
北
１
）

定
抽
選
20
人

費
２
０
０
０
円

楽しくダンスを学ぼう

◆
や
さ
し
い
太
極
拳

　

太
極
拳
の
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
で
代

謝
を
高
め
、体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
８
月
２
日
～
10
月
25
日
の
火
曜
日
、

全
10
回
、
13
時
～
14
時

場
総
合
体
育
館
（
大
通
北
１
）

定
抽
選
20
人

費
３
５
０
０
円

◆
夏
休
み
元
気
ア
ッ
プ
教
室

　

走
っ
た
り
、
道
具
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム

な
ど
で
、
集
中
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
養
う
。

対
市
内
在
住
の
小
学
１
～
３
年
生

日
８
月
８
日
㈪
～
11
日
㈷
、
10
時
～
11

時
30
分

場
帯
広
の
森
体
育
館
（
南
町
南
７
線
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

総
合
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

定
抽
選
20
人

費
２
０
０
０
円

募
　
　
集

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
28
年
８
月
、
９
月
入
隊
予
定
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

試
験
日
７
月
３
日
㈰

申
・
問
６
月
29
日
㈬
ま
で
に
、
直
接
自

衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所
（
西
５
南
14
、

Ｎ
Ｃ
サ
ウ
ス
ビ
ル
、☎
23
・
８
７
１
８
）へ
。

担
当
課
総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65

・
４
１
０
０
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

「
市
民
文
藝
」
第
56
号
作
品
募
集

　

小
説
、
戯
曲
・
シ
ナ
リ
オ
、
文
芸
評

論
、
随
筆
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
童

話
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
を
募
集
。

入
選
作
は
「
市
民
文
藝
」
に
掲
載
し
ま

す
。
詳
細
は
、
図
書
館
で
配
布
の
応
募

要
項
ま
た
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
８
月
31
日
㈬
ま
で
に
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
図
書
館
（
〒

080
・

0012
西
２

条
南
14
丁
目
３
、☎
22
・
４
７
０
０
）へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
市
交
通
安
全
市
民
会
議
の

委
員
を
募
集

　

帯
広
市
の
交
通
安
全
や
道
路
交
通
に

関
す
る
問
題
の
調
査
審
議
を
行
う
委
員

を
募
集
。

対
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
20

歳
以
上
で
、
年
１
回
以
上
の
会
議
に
参

加
で
き
る
人
。
た
だ
し
、
市
が
設
置
す

る
他
の
委
員
会
な
ど
の
委
員
は
除
く

定
１
人

任
期
８
月
～
平
成
29
年
12
月
ま
で

謝
礼
出
席
１
回
に
つ
き
８
５
０
０
円

申
・
問
６
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭
ま
で

に
、
応
募
の
動
機
や
交
通
安
全
、
道
路

交
通
な
ど
に
関
す
る
意
見
を
書
い
た
８

０
０
字
以
内
の
レ
ポ
ー
ト
と
、
履
歴
書

を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
安
心
安
全
推

進
課（
〒

080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
、

市
庁
舎
３
階
、☎
65
・
４
１
３
１
）
へ
。

ビ
ジ
ネ
ス

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

受
水
槽
の
清
掃
と
点
検
を

忘
れ
ず
に

　

有
効
容
量
10
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
受
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
所
有
者
は
、
年
１
回

の
清
掃
と
点
検
の
実
施
、
法
定
検
査
の

受
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
容
量
10
立
方
メ
ー
ト
ル

以
下
の
受
水
槽
で
も
、
飲
用
水
の
安
全

や
衛
生
を
守
る
た
め
に
、
定
期
的
な
清

掃
と
点
検
を
行
い
、
適
正
な
管
理
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
課
（
市
庁
舎
水
道
棟
１
階
、
☎

65
・
４
２
１
６
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

　

は
か
り
、
分
銅
や
重
り
を
取
引
や
証

明
に
使
用
し
て
い
る
人
は
、
法
律
に
基

づ
き
２
年
に
１
度
の
定
期
検
査
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
事
業
所
や
店
舗
を
始
め
て
、

は
か
り
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
場
合

は
、検
査
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
の
検
査
対
象
区
域
は
、

西
４
条
以
東
、
愛
国
町
、
川
西
町
、
大

正
町
、
そ
の
他
郊
外
区
域
で
す
。

期
間
６
月
16
日
㈭
～
12
月
26
日
㈪

手
数
料
検
査
時
に
現
金
で
納
入
。
は
か

り
な
ど
の
種
類
で
異
な
り
ま
す
。
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
安
心
安
全
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、

☎
65
・
４
１
３
２
）

　

帯
広
市
で
は
、
市
内
事
業
所
に
お
け

る
育
児
休
業
制
度
の
普
及
を
目
指
し

て
、
育
児
休
業
を
取
得
し
た
労
働
者
を

雇
用
す
る
事
業
主
に
奨
励
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
要
件
を
満
た
し
た
育
児
休

業
取
得
者
１
人
に
つ
き
、
事
業
主
に
15

万
円
（
定
額
）
を
支
給
し
ま
す
。

　

性
別
に
関
わ
ら
ず
よ
り
多
く
の
市

民
、
事
業
所
が
活
用
し
や
す
い
制
度
と

す
る
た
め
に
、
平
成
28
年
４
月
１
日
に

対
象
要
件
が
変
わ
り
ま
し
た
。
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
工
業
労
政
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65

・
４
１
６
８
）

案
　
　
内

　

大
規
模
な
地
震
な
ど
を
想
定
し
た
避

難
・
消
火
訓
練
を
行
い
ま
す
。
当
日
、

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

子
育
て
応
援
事
業
所
促
進
奨
励
金

の
対
象
要
件
が
変
わ
り
ま
し
た

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

市
庁
舎
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

市
庁
舎
を
訪
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
６
月
２
日
㈭
、
９
時
～
10
時

問
総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４

１
０
０
）

災害時の人命の安全確保

　

帯
広
を
緑
と
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る

た
め
に
、
道
路
沿
い
の
植
樹
桝
や
公
共

施
設
へ
の
花
壇
づ
く
り
な
ど
の
活
動
に

取
り
組
む
会
員
を
募
集
。

費
年
３
０
０
円

申
・
問
直
接
ま
た
は
電
話
で
み
ど
り
の

課
（
市
庁
舎
６
階
、☎
65
・
４
１
８
６
）

へ
。 図

書
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
を
緑
と
花
で
美
し
く
す
る

運
動
実
行
委
員
会
の
会
員
を
募
集

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

ハッピー子育てフェア　衣食住などに関する実習や展示を行います。対乳児、幼児と保護者　日①6月24日（金）、10時～12時、②25日（土）、
10時～15時　定各先着100人　費前売り400円、当日450円　場・申・問帯広友の会（西17南3、☎36・0701）へ。

ポロシリ自然公園オートキャンプ場がオープン
　鳥のさえずりや戸蔦別川の川音を聞きな
がら、キャンプやレクリエーションなどを
楽しみませんか。
期間６月４日（土）～９月 25 日（日）
場ポロシリ自然公
園（拓成町第２基
線２−７）
使用料フリーサイ
ト 800 円、オート
サ イ ト 電 源 な し
1800 円、オートサイト電源あり 3000 円
申・問キャンプ場管理棟（☎ 60・2000）、６
月３日（金）までは観光課（市庁舎７階、☎
65・4169）へ。

自然を満喫しませんか
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全国一斉「子どもの人権110番」強化週間　強化週間中は相談時間を延長。いじめの相談やつらいときに電話してください。日6月27日（月）～7月1日（金）、
8時30分～19時、2日（土）、3日（日）、10時～17時　子どもの人権110番 0120・007･110　問釧路地方法務局人権擁護課（☎0154･31･5014）

　

帯
広
市
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
短
期

滞
在
す
る
人
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

滞
在
施
設
を
提
供
す
る
民
間
事
業
者

「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
登

録
要
件
を
緩
和
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

の
施
設
が
登
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４

１
０
５
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

「
帯
広
叢そ
う

書
」第
68
巻（
吉
田
巖
資

料
集
︱
34
）を
発
刊
し
ま
し
た

　

内
容
は
、
室
蘭
・
旭
川
・
名
寄
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
記
録
「
大
正
十

年
研
究
旅
行
日
誌
」、
ア
イ
ヌ
語
の
発

音
な
ど
を
記
述
し
た
「
ア
イ
ヌ
語
調
べ

書
」、
源
義
経
入に
ゅ
う
い夷
に
関
す
る
文
献
の

記
述
を
整
理
し
た
「
源
義
経
入
夷
並
に

末
路
考
」
な
ど
で
す
。

　

価
格
は
１
冊
３
５
０
０
円
（
税
込
、

送
料
別
）、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
販
売

し
て
い
ま
す
。
在
庫
の
有
無
や
価
格
な

ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・
４
７

０
０
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

国
民
年
金
の
付
加
年
金
を

ご
存
じ
で
す
か

　

毎
月
の
定
額
保
険
料
（
１
万
６
２
６

０
円
）
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付

加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

将
来
少
し
で
も
多
く
年
金
を
受
け
取

り
た
い
人
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
、
任
意

加
入
被
保
険
者
（
国
民
年
金
基
金
加
入

者
や
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度
を
受

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

「
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
登
録
要
件
を
緩
和
し
ま
し
た

け
て
い
る
人
は
除
く
）

問
戸
籍
住
民
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65

・
４
１
４
３
）、帯
広
年
金
事
務
所
（
西

１
南
１
、
☎
25
・
８
１
１
３
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

大
正
カ
ニ
の
家
が
オ
ー
プ
ン

　

徒
歩
、
自
転
車
、
自
動
二
輪
車
で
の

旅
行
者
限
定
の
無
料
宿
泊
施
設
「
大
正

カ
ニ
の
家
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
の

際
は
20
時
ま
で
に
直
接
、
大
正
カ
ニ
の

家
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間
６
月
４
日
㈯
～
10
月
２
日
㈰

場
大
正
町
東
１
（
大
正
ふ
れ
あ
い
広
場

内
）

問
観
光
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４

１
６
９
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が

始
ま
っ
て
い
ま
す

　

平
成
28
年
１
月
よ
り
、個
人
番
号（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
利
用
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
次
の
手
続
き
な
ど
を
行
う
と
き

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

◆
税
金

・
軽
自
動
車
税
減
免
申
請

◆
子
育
て

・
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
申
請

・
児
童
手
当
の
新
規
認
定
請
求

◆
介
護
・
福
祉

・
介
護
認
定
・
更
新
・
区
分
変
更
の
申
請

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
申
請

・
生
活
保
護
の
申
請

◆
保
険
・
医
療

・
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

・
高
額
療
養
費
な
ど
の
支
給
申
請

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入
・
脱
退

　

手
続
き
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か

る
も
の
（
通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
な
ど
）

と
身
元
を
証
明
す
る
も
の
（
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
）
の
両
方
の
提
示
が
必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
を
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、
戸
籍
住

民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
担
当

（
☎
０
５
７
０
・
08
・
５
５
７
８
）
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
行
政
推
進
室
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65

・
４
１
１
２
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
交
付
窓
口
の
臨
時
開
設

　

帯
広
市
か
ら
交
付
通
知
書
が
届
い
た

人
で
、
平
日
の
手
続
き
が
難
し
い
人
な

ど
は
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

日
６
月
11
日
㈯
、
25
日
㈯
、
７
月
９
日

㈯
、
23
日
㈯
、
い
ず
れ
も
８
時
45
分
～

16
時
30
分

場
・
問
戸
籍
住
民
課
（
市
庁
舎
水
道
棟

３
階
、☎
０
５
７
０
・
08
・
５
５
７
８
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

平
成
28
年
第
２
回

帯
広
市
議
会
定
例
会

　

開
催
中
は
会
議
を
傍
聴
で
き
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
生
中
継
映

像
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
程
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
の
上
、幼
児
の
一
時
預

か
り
、手
話
通
訳
者
の
派
遣
、携
帯
型
補

聴
器
誘
導
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
ま
す
。

6月  9日㈭ 13時 本会議（初日）

6月15日㈬ 10時 本会議
（一般質問予備日）

6月16日㈭
17日㈮
20日㈪
21日㈫

各10時 本会議（一般質問）

6月22日㈬ 10時 議案審査特別委員会

6月24日㈮ 13時 本会議（最終日）

場
市
庁
舎
議
会
棟
４
階

問
議
会
事
務
局
総
務
課
（
市
庁
舎
議
会

棟
２
階
、
☎
65
・
４
２
２
１
）

　

衣
替
え
な
ど
で
不
用
に
な
っ
た
衣
類

で
、
再
利
用
可
能
な
物
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

利
用
す
る
な
ど
し
て
、
ご
み
の
減
量
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
や
古
布

回
収
の
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
清
掃
事
業
課
（
西
24
北
４
、
☎
37
・

２
３
１
１
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

６
月
13
日
は

児
童
会
館
臨
時
開
館
し
ま
す

　

小
学
校
の
運
動
会
翌
日
に
、
臨
時
開

館
し
ま
す
。
雨
天
で
運
動
会
が
順
延
し

て
も
、臨
時
開
館
日
は
変
更
し
ま
せ
ん
。

日
６
月
13
日
㈪
、
９
時
～
17
時

問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・
２

４
３
４
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

私
立
高
校
授
業
料
の

一
部
を
補
助

　

保
護
者
の
平
成
28
年
度
市
民
税
所
得

割
額
が
基
準
額
未
満
（
学
年
に
よ
り
基

準
額
が
異
な
る
）
の
場
合
、
生
徒
１
人

当
た
り
月
額
５
０
０
０
円
以
内
で
授
業

料
を
補
助
し
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
十
勝
管
内
私
立
高
校
の
生
徒
の

申
請
は
各
学
校
で
取
り
ま
と
め
。
十
勝

管
外
私
立
高
校
の
生
徒
は
、
７
月
８
日

㈮
ま
で
に
、
申
請
書
と
在
学
証
明
書
を

直
接
学
校
教
育
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
２
０
３
）
へ
。

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

不
用
に
な
っ
た
衣
類
は
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

表　平成27年度パブリックコメント実施結果一覧

昨年度実施したパブリックコメントの結果をお知らせします
平成27年度に実施したパブリックコメント（市民意見提出制度）は９件でした。（表）
市民の皆さんから寄せられた意見の一部は、今後の事業推進の参考にするなど、市政に反映されています。
寄せられた全ての意見の概要とそれに対する市の考えは、市ホームページのほか、担当課、コミセン、大正・川西支所などで公開しています。

№ 案　　件　　名 担当課
意見数 意見提出方法 意見の取り扱い（注1）

件数 提出
人数

電子
メール 郵送 ファクス 持参 修正 既記載 参考 その他

1 マイナンバー制度の実施に伴う帯広市個人情報保護条例の特例等（素案） 行政推進室 0件 0人 0人 0人 0人 0人 0件 0件 0件 0件

2 帯広市地域防災計画（原案） 総務課 3件 2人 2人 0人 0人 0人 0件 0件 3件 0件

3 帯広市建築審査会条例の一部改正（素案） 建築指導課 0件 0人 0人 0人 0人 0人 0件 0件 0件 0件

4 帯広市行政不服審査法施行条例等（素案） 行政推進室 0件 0人 0人 0人 0人 0人 0件 0件 0件 0件

5 第2期十勝定住自立圏共生ビジョン（原案） 政策室 6件 3人 0人 3人 0人 0人 0件 2件 1件 3件

6 帯広市人口ビジョン（原案）、帯広市まち・ひと・しごと創生総合戦略（原案） 政策室 51件 15人 9人 1人 5人 0人 0件 21件 7件 23件

7 （仮称）帯広市手話言語条例（素案） 障害福祉課 0件 0人 0人 0人 0人 0人 0件 0件 0件 0件

8 第10次帯広市交通安全計画（原案） 安心安全推進課 21件 10人 1人 1人 5人 3人 0件 3件 9件 9件

9 帯広市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例（素案） 介護保険課 2件 1人 1人 0人 0人 0人 0件 0件 0件 2件

注1：「意見の取り扱い」の説明　　修正…案を修正するもの　  既記載…既に案に盛り込んでいるもの　  参考…今後の参考とするもの　  その他…意見として伺ったもの
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映
時
間
１
０
３
分
）
を
鑑
賞
し
、
三
浦

淳
子
氏
（
映
画
監
督
）
と
平
野
直
己
氏

（
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
准
教
授
）

と
共
に
子
ど
も
た
ち
の
今
と
こ
れ
か
ら

を
語
り
合
い
ま
す
。

日
時
６
月
11
日
㈯
、
上
映
①
10
時
30
分

～
、
②
13
時
～
、
ト
ー
ク
15
時
～
16
時

30
分

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

費
用
高
校
生
以
上
１
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
前
日
ま
で

に
、電
話
で
Ｗウ

ィ

ー
Ｅ
Ｗ
と
か
ち
・
渡
辺（
☎

０
９
０
・
９
５
３
８
・
８
５
０
６
）へ
。

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
体
験
会

　

認
知
症
予
防
の
た
め
の
、
有
酸
素
運

動
と
脳
活
性
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
同
時

に
行
う
「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」
の
体
験
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
６
月
12
日
㈰
、
14
時
～
16
時

場
所
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ（
公
園
東
町
３
）

定
員
当
日
先
着
40
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
も
見
学
は
可
能
）

問
い
合
わ
せ
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の
会
・
鈴

木
（
☎
０
５
０
・
３
７
４
０
・
４
２
８

３
）ひ

と
り
親
家
庭
の
無
料
法
律
相
談
会

　

離
婚
、
親
権
、
消
費
者
金
融
な
ど
の

相
談
に
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。

対
象
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
親

日
時
６
月
17
日
㈮
、
13
時
～
15
時
の
間

で
１
人
30
分

定
員
先
着
４
人

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
６
月

10
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
公
園
東

町
３
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
内
、
☎
20
・

７
７
５
１
）
へ
。

星
槎
国
際
高
等
学
校

帯
広
キ
ャ
ン
パ
ス
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

高
校
進
学
に
向
け
て
保
護
者
や
小
・

中
学
生
な
ど
を
対
象
に
、
学
校
紹
介
や

体
験
授
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
６
月
25
日
㈯
、
13
時
～
15
時

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電
話

で
星
槎
帯
広
キ
ャ
ン
パ
ス
（
西
５
南

10
、
☎
22
・
３
８
３
０
）
へ
。

障
害
年
金
講
座
と
無
料
相
談
会

　

障
害
年
金
の
こ
と
を
社
会
保
険
労
務

士
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
約

１
時
間
の
講
座
終
了
後
、
希
望
者
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
６
月
26
日
㈰
、
13
時
30
分
～
17
時

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
員
先
着
20
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
前
日
ま
で

に
、電
話
で
関
根
労
務
行
政
事
務
所（
☎

28
・
３
５
７
０
）
へ
。

第
44
回
糖
尿
病
患
者
講
習
会

　

薬
剤
師
が
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
・
糖

尿
病
薬
と
の
付
き
合
い
方
や
、
運
動
療

法
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
６
月
27
日
㈪
、
18
時
30
分
～
19
時

30
分

場
所
横
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
西
側
ス
テ

ノ
Ｙ
ホ
ー
ル
（
西
６
南
６
）

問
い
合
わ
せ
横
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎
20
・
５
０
１
１
）

無
料
合
同
企
業
説
明
会
in
帯
広

　

若
年
求
職
者
や
女
性
向
け
に
、
食
・

も
の
づ
く
り
・
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
事
務

職
や
、
販
売
・
接
客
、
製
造
、
営
業
な

ど
の
幅
広
い
人
材
を
求
め
る
企
業
の
合

同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
・
履

歴
書
不
要
で
す
。

対
象
概
ね
39
歳
以
下
の
求
職
者

日
時
６
月
28
日
㈫
、
13
時
～
16
時

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
い
合
わ
せ
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
第
５
営

業
部
、
戦
略
産
業
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
務
局
（
☎
０
１
１
・
２
２
３
・

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

無
料
歯
科
健
診

　

６
月
４
日
「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」
か

ら
10
日
ま
で
の「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

に
、
無
料
歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
歯
科
医
院
や
対
応
時
間
な
ど
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
６
月
４
日
㈯
～
10
日
㈮

場
所
・
申
し
込
み
電
話
で
十
勝
歯
科
医

師
会
会
員
各
医
院
へ
。

問
い
合
わ
せ
十
勝
歯
科
医
師
会
（
☎

25
・
２
１
７
２
）

地
域
住
民
公
開
講
座

「
大
腸
が
ん
の
治
療
に
つ
い
て
」

　

加
藤
航
平
氏
（
外
科
医
）
を
講
師
に
、

大
腸
が
ん
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

当
日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
６
月
６
日
㈪
、
14
時
～
15
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
帯
広
厚
生
病
院
が

ん
相
談
支
援
科
（
西
６
南
８
、
☎
24
・

４
１
６
１
、
内
線
２
５
０
３
）

映
画「
さ
な
ぎ
」上
映
会
＆

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

不
登
校
の
少
女
を
追
っ
た
映
画
（
上

６月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、６月1日（水）、15日（水）、29日（水）です。燃やすごみが火・
金曜日収集地区は、6月8日（水）、22日（水）です。　問清掃事業課（西24北４、☎37・2311）

イチイの剪
せ ん て い

定
　イチイは、北海道では刈り込みのきく庭木として広く
用いられています。きれいに刈り込まれた仕立てものや
生け垣、手入れをされた庭などを眺めるととても気持ち
良いものです。毎年剪定してスッキリしてあげましょう。

★�剪定の適期
・年１回だけ行う場合：7月上旬
・ 年２回に分けて行う場合：①新芽の伸びが終わる６

月初旬～７月上旬、②伸長生長が止まった８月中旬～
９月中旬（太い枝の切り落としもこのタイミングに）

　イチイは常緑針葉樹で、寒さの厳しい冬の剪定は苦手
です。また、春の新芽を伸ばしている時期や真夏も、樹木に与えるダメージが大
きくて弱ってしまうため、剪定を行う適期ではありません。

★�剪定のポイント
・ 葉のない深い位置で切ると枝が枯れてしまうので、葉のある位置で切りましょう。
・ 切り口の幅が３センチ以上の場合は、癒合剤を塗布しましょう。癒合剤は、切

断面の癒合促進と病原菌の侵入を防ぐ効果があります。

みんなの広場

問い合わせ　広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
8月号掲載の受付締め切りは6月17日（金）です。

　手や体の動き、表情を使って意思疎通を図る「手話」。このコ
ーナーでは簡単ですぐに使える一言を紹介していきます。

ワンポイント
手話講座

▷問　障害福祉課（市庁舎1階、☎65・4147）

今月の手話 「こんにちは」今月の手話 「こんにちは」

① 人差し指と中指を額の前に立てます
　「昼」という意味の手話です。
　動作の由来…顔を時計に見立てて、指が
　　　　　　　長針と短針で12時を表現

② 人差し指を立てて向かい合わせた状態
　 から、両方の指先を曲げます
　「あいさつ」という意味の手話です。
　動作の由来…指を人に例えて、人が向き
　　　　　　　合ってお辞儀をする様子

イラスト出典：石狩市「手話でつながるいしかり」

草花ひと口アドバイス
▷問　みどりと花のセンター（緑ケ丘２、☎25・3414）

剪定されたイチイ
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▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（　 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

チョウは好き！ガは嫌い？ 　

大
空
を
華
麗
に
舞
う
チ
ョ
ウ
。
十
勝
地

方
で
は
１
０
４
種
類
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。チ
ョ
ウ
は
「
か
わ
い
い
」「
き
れ
い
」

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
愛
さ
れ
る
存

在
で
す
。
標
本
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い

る
人
も
多
く
、
初
心
者
で
も
捕
ま
え
や
す

い
の
で
子
ど
も
の
昆
虫
採
集
で
も
人
気
が

あ
り
、
親
し
ま
れ
る
昆
虫
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

一
方
、
ガ
は
、
チ
ョ
ウ
に
比
べ
て
種
類

が
多
く
、
身
近
に
生
息
し
て
い
る
も
の
の
、

「
気
持
ち
が
悪
い
」
「
怖
い
」
な
ど
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、
嫌
わ
れ
が
ち
で
す
。

　

好
き
嫌
い
が
極
端
に
分
か
れ
る
チ
ョ
ウ

と
ガ
で
す
が
、
実
は
ど
ち
ら
も
同
じ
チ
ョ

ウ
目
で
、
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
羽
の
閉
じ
方
」
「
昼
行
性
か
夜
行
性

か
」
「
派
手
か
地
味
か
」
な
ど
で
分
け
る

に
は
ど
れ
も
例
外
が
あ
り
、
は
っ
き
り
と

分
類
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
で

は
便
宜
的
に
触
角
の
形
状
で
分
け
て
い
ま

す
が
、
外
国
で
は
区
別
せ
ず
、
チ
ョ
ウ
目

全
て
を
チ
ョ
ウ
と
呼
ぶ
国
も
あ
り
ま
す
。

　

野
外
で
チ
ョ
ウ
や
ガ
を
見
か
け
た
ら
、

じ
っ
く
り
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ど
ち

ら
か
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
百
年
記
念
館

に
調
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

４
３
６
６
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
制
）

　

多
重
債
務
、相
続
に
関
す
る
手
続
き
、

登
記
、
成
年
後
見
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時
６
月
28
日
㈫
、
18
時
～
20
時

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
６
月
21
日
㈫

ま
で
に
、
電
話
で
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
５
４
・
41
・
８
３

３
２
）
へ
。

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ

「
キ
ル
ト
ブ
ー
ケ
」作
品
展

　

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
の
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
作
品
の
展
示
の
他
、
簡
単
講
習
会
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま

す
。

日
時
６
月
30
日
㈭
～
７
月
５
日
㈫
、
10

時
～
17
時
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

場
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
２
南
12
）

費
用
講
習
会
の
み
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
キ
ル
ト
ブ
ー
ケ
・
卯
野

（
☎
25
・
６
７
９
６
）

健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

無
料
体
験
し
ま
せ
ん
か

　

健
康
維
持
・
増
進
を
目
的
に
、
ス
ト

レ
ッ
チ
、
ヨ
ガ
、
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
で
体
を
動
か
し
ま
す
。

日
時
①
毎
週
水
曜
日
、②
毎
週
金
曜
日
、

い
ず
れ
も
18
時
30
分
～
19
時
30
分

場
所
①
総
合
体
育
館
（
大
通
北
１
）、

②
帯
広
の
森
体
育
館
（
南
町
南
７
線

56
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
）

問
い
合
わ
せ
帯
広
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ク
ラ

ブ
・
浅
野
（
☎
０
９
０
・
５
２
２
２
・

１
２
４
１
）

「
電
波
の
ル
ー
ル
」を
守
り
ま
し
ょ
う

　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
、
個
人
的
な
無

線
技
術
の
興
味
で
使
う
無
線
で
す
。
工

事
、
除
排
雪
、
有
害
鳥
獣
駆
除
な
ど
の

仕
事
に
関
す
る
通
信
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
、
電
波
の

使
わ
れ
方
を
監
視
し
、
適
正
な
電
波
環

境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
電
波
に

関
す
る
困
り
事
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
北
海
道
総
合
通
信
局
（
☎

０
１
１
・
７
３
７
・
０
０
９
９
）

税
務
職
員
採
用
試
験

受
験
資
格
平
成
29
年
３
月
に
高
校
卒
業

見
込
み
ま
た
は
高
校
卒
業
後
３
年
を
経

過
し
て
い
な
い
人

第
一
次
試
験
９
月
４
日
㈰

申
し
込
み
６
月
20
日
㈪
～
29
日
㈬
ま
で

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

jinji-shiken.go.jp/juken.htm
l

）
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
帯
広
税
務
署
（
☎
24
・
２

１
６
１
）

外
国
人
の
不
法
就
労
・
不
法
滞
在

防
止
に
ご
協
力
を

　

不
法
滞
在
外
国
人
や
就
労
資
格
・
許

可
を
受
け
な
い
外
国
人
を
雇
用
す
る

と
、
事
業
主
も
処
罰
の
対
象
に
な
る
の

で
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
必
ず
在

留
カ
ー
ド
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
帯
広
警
察
署
（
☎
25
・
０

１
１
０
）

伏
古
別
川
の
河
川
敷
地
の

境
界
調
査
を
行
い
ま
す

　

伏
古
別
川
改
修
工
事
に
伴
い
、
６
月

中
旬
～
12
月
下
旬
ま
で
、
木
賊
原
樋
門

～
鈴
蘭
新
通
付
近
の
伏
古
別
川
の
河
川

敷
地
の
境
界
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

河
川
敷
地
を
許
可
な
く
使
用
す
る
こ

と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
調

査
結
果
に
よ
り
境
界
が
判
明
し
た
河
川

区
域
の
使
用
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
十
勝
総
合
振
興
局
帯
広
建

設
管
理
部
事
業
室
事
業
課
施
設
保
全
室

（
☎
26
・
９
２
２
２
）

ふるさと見聞録

➡実はこちらが
　チョウ

　　　　　　　　　（さばいでぃーまいかー）元気です
か？タイ出身の国際交流員、ナームウォン・ボンコッ
トです。
　今回は、４月13日～15日のタイのお正月「ソンクラ
ーン」で行われる「水遊び」を紹介します。
　タイでは、ソンクラーン期間中に、通行人同士が朝
から晩まで全身ずぶぬれになるほど水を掛け合います。
これに参加しようと世界中から観光客が集まってくる
ほどの人気です。もともとは仏像や仏塔、家族の年長
者などの手に水を掛けてお清めをする伝統的な風習で、
それが転じて現在では水を掛け合うお祭りになってい

ます。
　ソンクラーンを楽しむには、出掛ける前の
準備が大切。服装は、派手なタイ風のシャツ
を着て、気分を高めましょう。日焼け止めや、
財布などを入れる防水バッグも必要です。そ
して忘れてはいけないのが、水鉄砲やバケツ
です。
　バンコクなどの大都市だと、イベント会場
が設置されるので必見です。ソンクラーンの
時期に、ぜひタイにお越しください。

※ 詳しくは「帯広市国際交流員のブログ
　（https://obihirocir.wordpress.com/）」
　で紹介しています。

ソンクラーンでの水掛けの様子

ボンコットさん

▷問　森の交流館・十勝 （西20南6、☎34・0122）

Hello there!
森の交流館・十勝から国際交流の様子などを紹介します

〜帯広のなかのセカイ〜

水辺の事故を防ごう安心安全メモ安心安全メモ ▷問　総務課（市庁舎5階、☎65・4103）

・�天気の変化に注意
�雨が降ると川の水量が急激に増えるので危険です。上流で降った雨も影響
するので、天気が崩れそうなときは川から離れましょう。

・危険な場所には近づかない
流れが急な場所、川底が見えない場所、川幅の狭い場所は危険です。

・子どもだけで遊ばせない
�浅瀬でも溺れる恐れがあります。保護者は目を離さないでください。

・ダムの放流による増水に注意
川に行くときは、ダムの放流が行われないか事前に情報収集してください。

　暖かくなり水辺で遊ぶ機会が増える時期です。
水辺の事故から身を守りましょう。

川の防災のポイント

キャッ！キャッ！
キャッ！キャッ！

上流の雲行きが怪しいわ！

さあ
帰りましょう

写真・文
百年記念館　伊藤　彩子

なんとこちらが
　ガ➡

ＱＲコードで
簡単アクセス▶
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意
見
交
換
会
を
開
催

　

計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
市
の
公
共
施
設
の
現
状
や
課
題

な
ど
を
知
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
の

公
共
施
設
の
在
り
方
を
一
緒
に
考
え
る

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

①
～
③
は
施
設
見
学
後
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
す
。市
庁
舎
集
合
、解
散
で
す
。

対
象
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学

す
る
高
校
生
以
上

定
員
①
～
③
の
み
各
先
着
35
人

申
し
込
み
①
～
③
の
各
10
日
前
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
希
望
日
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
載
）

で
企
画
課
へ
。
④
は
申
し
込
み
不
要
で

す
。
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch）
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）９：15～９：20
おびひろ広報メモ

（FM-WING76.1MHz）９：30～９：35

　北海道産の豚肉
に塩、氷、スパイ
スを混ぜてよく練
り、その肉を羊の
腸に詰め、食べや
すい大きさに区切
れば作業完了。あ
とは薫製機で乾燥、
薫製、ボイル、冷
却の工程を経て出

来上がり。この日は筆者を含め全員が初参加でしたが、
簡単にできました。ゆでて食べるととてもジューシーで、
自分で作ったとは思えないおいしさでした。
　毎月開催しているこの教室に、参加してみませんか。

（４月24日、畜産物加工研修センター）

　第58回こどもの
読書週間に併せて
図書館をより身近
に感じてもらおう
と、抽選で選ばれ
た 小 学 1 ～ 6 年 生
の子ども6人が、１
階カウンターで利
用者への図書の貸
し出しと返却作業
などを体験しました。図書館職員が見守る中、真剣な面
持ちで本のバーコード読み取りや返却本の受け取り、書
庫から本を探す作業を行いました。（５月５日、図書館）

　平成19年に帯広市が単独で開催してから、今年で
10年目の節目となる「ばんえい十勝」。来年3月27日
までの土・日・月曜日を中心に、152日間開催します。
　今年度の開幕となったこの日、春を先取りした陽
気の中、騎手と着ぐるみリッキーがたくさんの来場
者をお迎えしました。開幕を記念して、『ばん馬パン』
を先着300人にプレゼントしたほか、騎手たちが熊
本地震被災地支援の義援金を呼び掛けました。
　レースでは会場からの大きな声援を受けたばん馬
たちが、砂けむりを上げながら力強い走りを見せて
くれました。（4月22日、帯広競馬場）

力強い走りが魅力のばんえい十勝が開幕

なりきり図書館員

ソーセージ教室

熊本の被災者に届けます

情
報

問
い
合
わ
せ　
企
画
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
５
、
Ｆ
23
・
０
１
５
１
）

公
共
施
設
の
現
状
と
課
題

　

帯
広
市
で
は
、
昭
和
40
年
代
以
降
、

人
口
の
増
加
や
都
市
化
の
進
展
に
合
わ

せ
て
、
学
校
や
市
営
住
宅
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
ほ
か
、
道
路
、
公
園
、

上
下
水
道
な
ど
、
多
く
の
公
共
施
設
な

ど
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
大
規
模
改

修
や
建
て
替
え
の
時
期
を
迎
え
、
市
の

財
政
運
営
に
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口

減
少
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
、
公
共
施
設
に
対
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
長
期
的
な
視

点
を
持
っ
て
、
公
共
施
設
を
効
率
的
か

つ
計
画
的
に
管
理
活
用
し
て
い
く
た
め
、

平
成
28
年
度
末
を
め
ど
に
、「（
仮
称
）

帯
広
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

カメラレポ Obihiro Camera Reportオビヒロ

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、Ｆ23・0156、　  report@
city.obihiro.hokkaido.jp）

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

市
民
意
見
交
換
会
の
参
加
者
募
集

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

・ 

建
築
後
30
年
以
上
経
過
し
た
公
共

施
設
は
約
４
割
、
今
後
10
年
で
約

７
割
ま
で
上
昇

・ 

何
も
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
場

合
、
一
定
の
条
件
で
試
算
す
る
と

今
あ
る
全
て
の
公
共
施
設
な
ど
の

維
持
に
、
今
後
40
年
間
で
必
要
と

な
る
費
用
の
平
均
額
は
、
直
近
５

年
間
の
公
共
施
設
な
ど
の
整
備
費

用
の
平
均
額
の
約
２
倍
に
な
る

〈意見交換会の日程〉
日時 施設見学先（会場）

① 6月25日（土）
13時～16時

東コミュニティセンター、光南小学
校（統合プール）、児童会館

② 6月30日（木）
13時～16時

市民活動プラザ六中、保健福祉セン
ター、柏福祉センター

③ 7月2日（土）
13時～16時

大空会館、大空小学校、帯広の森屋
内スピードスケート場

④ 7月7日（木）
18時30分～20時 とかちプラザ会議室304
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